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 １ はじめに 
 

 福井県は、子どもの学力・体力日本一、高齢者の元気生活率日本一、有効求人倍率の

高さや失業率の低さなど、全国有数の暮らしやすい基盤があり、幸福度の高い県として

評価を受けています。 

 

本県の住環境は、三世代同居率（全国第２位）が高く、持ち家率（全国第３位）や一

戸当たりの床面積（全国第２位）が全国トップクラスの水準にあります。三世代同居や

近居が家族のつながりや絆を強くし、福井の充実した子育て環境や優れた教育、高齢者

の元気を支える大きな力となっています。今後の人口減少社会においては、こうした家

族のつながりを重視した施策の実施が重要です。 

 

また、本県の住まいの特徴のひとつとして、県内には、漆喰の白壁が美しい越前瓦の

民家と蔵や、格子窓が連なる町家など、地域の風土、文化を反映した伝統的民家が各地

に存在しております。これら伝統的民家は、地域の個性を織り成す貴重な財産として、

次世代に守り伝えていかなければなりません。 

  

このため、平成２４年３月に「福井県住宅・宅地マスタープラン」を策定し、県民一

人ひとりが、住まいやまちづくりに関心を持ち、理解を深め、身近に出来ることから実

践につなげていく「住教育」活動を重点施策の一つに位置付けました。 

  

 それぞれの地域で暮らす人たちが自分たちの住んでいる地域の良さに気付き、誇りと

愛着を持ち、次の世代に住環境（住まい、まち並み、住まい方）をより良い形で継承し

てもらうため、宮大工による木づくり体験講座、古民家を活用した「住まい方」を学ぶ

体験学習、越前瓦等の地域産材を活用したまち並みづくりなど、県内１７市町において

様々な「住教育」活動に取り組んできました。 

 

福井の優れた基盤や生活の質の高さを活かし、地方の活力を高めるためには、先人が

守り育ててきた福井の優れた景観や豊かな環境を次世代に引き継ぎ、新しい時代にふさ

わしい地域づくりを進めていかなければなりません。 

今回とりまとめた活動実績が、皆様一人ひとりの住まいやまちづくりに対する関心を

高め、福井の優れた景観や豊かな住環境を次の世代に残していく活動につながることを

期待しております。 

 

県としては、県民一人ひとりが将来に夢と希望をもって活躍できるよう今後とも応援

していきます。 

 

                    福井県土木部 

                      技幹 井上 邦夫 
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 ２ 福井県の住まいの特徴 
 

●高い三世代同居率 

三世代世帯同居とは、直系世代のうち三つ以上の世帯が同居していることで、四

世代以上が住んでいる場合も含まれます。三世代世帯数の一般世帯数に対する割合

を示したのが三世代同居率です。三世代同居率の高さは、充実した子育て環境や優

れた教育、高齢者の元気を支える大きな力となっています。 

 順位 都道府県名 三世代同居率 

１位 山形県 ２１．４９％ 

２位 福井県 １７．５４％ 

３位 秋田県 １６．４４％ 

４位 新潟県 １６．３６％ 

５位 富山県 １６．１３％ 

全国平均  ７．０６％ 

（出典：平成２２年「国勢調査」） 

 

●高い持ち家住宅率 

持ち家住宅とは、そこに居住している世帯が全部または一部を所有している住宅

のことです。持ち家数の居住世帯有住宅数に対する割合を示したのが持ち家住宅率

です。福井県では住宅を所有している人が多いといえます。 

 順位 都道府県名 持ち家住宅率 

１位 秋田県 ７８．４％ 

２位 富山県 ７７．５％ 

３位 福井県 ７７．４％ 

４位 山形県 ７５．５％ 

５位 新潟県 ７３．９％ 

全国平均 ６１．１％ 

（出典：平成２０年「住宅・土地統計調査」） 

 

●大きい持ち家住宅の延べ面積 

延べ面積とは床面積の合計のことで、居住室面積のほか、その住宅に含まれる玄

関、廊下、農家の土間などや、店、事務室など営業用に使用している部分の面積も

含まれます。福井県の住宅は全国と比べて大きいといえます。 

順位 都道府県名 １住宅当たり延べ面積 

１位 富山県 １７９．３０㎡ 

２位 福井県 １７２．６１㎡ 

３位 山形県 １６５．６１㎡ 

４位 石川県 １６３．４２㎡ 

５位 秋田県 １６２．８２㎡ 

全国平均 １２２．６３㎡ 

（出典：平成２０年「住宅・土地統計調査」） 
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●住みよさランキング 

「住みよさランキング」は、公的統計をもとに、全国７９１都市（全国７９０市

と東京区部全体）を対象にそれぞれの市が持つ“都市力”を、「安心度」「利便度」「快

適度」「裕福度」「住居水準充実度」の５つの観点に分類し、採用１５指標について、

それぞれ平均値を５０とする偏差値を算出、その単純平均を総合評価としてランキ

ングしたものです。上位５０位以内に県内の全９市中５市がランクインしています。 

順位 市名 総合評価偏差値 

１位 印西市（千葉県） ６１．１２ 

２位 坂井市（福井県） ５７．９２ 

３位 野々市市（石川県） ５７．８８ 

   

６位 鯖江市（福井県） ５７．３７ 

１２位 福井市（福井県） ５６．５６ 

２３位 敦賀市（福井県） ５５．７０ 

３２位 越前市（福井県） ５４．８５ 

（出典：東洋経済新報社２０１４年版「住みよさランキング」） 

 

●ふくいの伝統的民家 

福井県内には、地域特有の形態や外観を有する伝統的民家や街並みが存在し、地

域性や独自性に富んだ景観が形成されています。県では「福井県伝統的民家の保存

および活用の推進に関する条例」を制定し、伝統的民家の改修等に対する補助や所

有者等への情報提供などを通じて保存・活用を図っています。 

なお、福井の伝統的民家の認定基準は、次のとおりです。 

①在来工法（伝統的技術に配慮したもの）による木造 2 階建（小屋裏３階含む） 

②外観は、１９４５年以前の地域の伝統的民家の意匠を基調としたもの 
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●伝統的民家群保存活用推進地区 

伝統的民家や蔵などが形成する福井らしい集落や街並み景観を「面」で保全して

いくため、伝統的民家が集積する地区を市町の申請に基づき伝統的民家群保存活用

推進地区に指定し、地区内で行う集落や街並み景観の保全・活用の取組みに対して

重点的に支援しています。平成２６年度末までに２４地区が指定されています。 

なお、伝統的民家群保存活用推進地区指定の要件は、次のとおりです。 

①伝統的民家が１０戸以上の集落、自治会等 

②伝統的民家を保全する意向があり、集落や街並みを活かした活動をする地区 

  

勝山市平泉寺地区 北国街道今庄宿地区 

 

●重要伝統的建造物群保存地区 

市町村が決定した伝統的建造物群保存地区を形成している区域のうち、市町村が

国に対して申し出て、我が国にとって価値が高いと判断したものを重要伝統的建造

物群保存地区に選定します。福井県内では、若狭町の熊川宿（平成８年７月９日指

定）と、小浜市の小浜西組（平成２０年 6 月９日指定）の２か所が指定されていま

す。 

なお、選定基準は次のどれかに該当するものです。 

①伝統的建造物群が全体として意匠的に優秀なもの 

②伝統的建造物群および地割がよく旧態を保持しているもの 

③伝統的建造物群およびその周辺の環境が地域的特色を顕著に示しているもの 

  

若狭町熊川宿 小浜市小浜西組 



５ 

 

 ３ 住教育モデル地区での取組実績 
 

福井県内全１７市町において、１地区をモデル地区に指定して住教育ワークショップ

を行いました。各モデル地区は、各市町や地元団体等と協議して選定しました。 

なお、各モデル地区を大きく分類分けすると次の４つになります。それぞれの類型と

地区のテーマおよびモデル地区について簡単に説明します。 

 

まちなかエリア 

テーマ 空き家・空き地の活用、観光客へのおもてなし景観づくり 

モデル地区 大野市大野地区、あわら市新富地区、高浜町高浜地区 

 

郊外エリア 

テーマ まち並みの統一、住まい方の学習 

モデル地区 福井市日新地区、勝山市片瀬地区、若狭町天徳寺地区 

 

農山漁村エリア 

テーマ 里山風景の保全 

モデル地区 坂井市東十郷地区、永平寺町京善地区、池田町稲荷地区、 

越前町江波地区、おおい町名田庄地区 

 

歴史的まち並みエリア 

テーマ 伝統的民家や歴史的まち並みの保全 

モデル地区 敦賀市舟溜り地区、小浜市遠敷地区、鯖江市吉江地区、 

越前市タンス町界隈、南越前町今庄宿、美浜町佐柿地区 

 

なお、次頁以降の取組内容に記載の団体名等は、実施当時の名称です。 
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地区の特徴  

福井市中心部から４ｋｍほど離れた場所に位

置し、戦後宅地化がスプロール的に進行した地

域である。ごく普通の一般的な住宅地であり、

多種多様な住宅が建ち並んでいる。 

 

 

 

 

目指す方向性  

家族のつながりや昔の暮らし方を住民自ら考

えることで、より良い住まい方を実践するよう

にする。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

大学生による設計コンペ作品発表会 

実 施 日 時 平成２３年１１月１２日（土） １３時００分～１５時００分 

実 施 場 所 日新公民館 

対 象 者 日新地区の住民 

主 催 福井県 

協 力 福井工業大学（建築学科、デザイン学科）、日新公民館 

ね ら い 

 学生が中間領域についての提案を住民にすることで、家族とのつながり、

地域とのつながりなど、これからの住まい方について考えてもらうきっかけ

にしてもらう。 

テ ー マ 魅力ある内外の境界領域のある家 

プログラム 
１．学生による設計コンペ作品発表 

２．質疑応答 

準 備 物 プロジェクター、スクリーン 等 

様 子 

 

日新地区で残していくべき住環境を

考える参考とするため、住民の方々は

学生の提案にじっくりと耳を傾けてい

た。 

 

福井市 日新地区 

郊外エリア  
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様 子 
 

 適宜、福井工業大学の担当教官であ

る五十嵐啓准教授から講評をいただき

ながら、学生と住民の方々とで意見交

換を行った。 

 

提案作品の一部 

新 聞 記 事 
 

 

※掲載の記事は、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。

平成２３年１１月１３日付け 

日刊県民福井 
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～取組内容２～ 

昔の住まい方の良さを考える ～日新地区と今庄宿の交流～ 

実 施 日 時 平成２４年８月９日（木） １２時２０分～１５時００分 

実 施 場 所 南越前町今庄 

対 象 者 日新地区の住民 参加者２３名 

主 催 福井県 

共 催 青少年育成福井市民会議 日新支部 

協 力 
ＮＰＯ法人今庄旅籠塾、南越前町今庄観光ボランティアガイド協会 

福井大学教育地域科学部附属地域共生プロジェクトセンター 

ね ら い 

 日新地区と今庄宿の交流を兼ねて、昔ながらのまち並みが残る南越前町今

庄のまち並みや住まいを見学して体験することで、昔の住まい方の良さを考

える。 

プログラム 

１．南越前町今庄の歴史や建物について 

２．福井市日新地区と南越前町今庄宿との違いについて 

３．今の暮らしと昔の暮らしの比較 

準 備 物 模造紙、ポストイット、マジック、筆記用具、メモ用紙 等 

様 子 

 

ボランティアガイドに、今庄宿に残

る江戸期～昭和初期頃に建てられた建

物を案内してもらった。参加者はそれ

ぞれの建物の特徴をメモに取って臨ん

だ。 

［見学建物］ 

明治殿、脇本陣、京藤甚五郎家、 

昭和会館、旧旅籠若狭屋 など 

 

 見学建物の一つ、京藤甚五郎家の内

部もボランティアガイドに案内しても

らった。ワークショップ当日は厚い日

だったが、京藤甚五郎家の内部は涼し

かった。 

 

 ＮＰＯ法人今庄旅籠塾の事務局長か

ら、同法人が取り組んでいる活動や今

庄の現状などについて説明してもらっ

た。日新地区と今庄宿の違いを比較す

るスライドで説明したり、今庄宿のク

イズを出題したりして、今庄の歴史や

自分たちの住む地域との違いを学ん

だ。 

 



９ 

 

 

様 子 
 

実際に見学した建物やボランティア

ガイド・ＮＰＯ法人今庄旅籠塾の方か

らの話をもとに「京藤甚五郎家の住ま

いの特徴」、「昔の暮らし方で良いと思

ったこと」、「昔の暮らし方で悪いと思

ったこと」をポストイットに記入し、

模造紙に貼りつけた。 

 

 今回のワークショップでは、大人は

ピンク、子どもは黄色のポストイット

を使用した。完成品は、今庄のイベン

ト「街道浪漫今庄宿」にて掲示し来場

者に発信したり、日新地区の公民館等

に掲示し、日新地区の住民に昔と今の

暮らし方の違いについて考えるきっか

けをつくった。 

新 聞 記 事 

 

 

※掲載の記事は、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。 

平成２４年８月１０日付け 

日刊県民福井 



１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

みなと敦賀の歴史・文化を今に伝える地域で、

江戸期の町家と近代の建物が共存するまち並み

を形成している。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、地域

住民だけでなく次世代を担う子どもたちにも景

観への意識を高めてもらい、近代建築と木造和

風建築が共存するまち並みを守り育む。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

舟溜り地区の歴史やまちづくり、住まいに関する出前授業 

実 施 日 時 平成２３年１１月１１日（金） ９時３０分～１０時１５分 

実 施 場 所 敦賀北小学校 ３階ふれあいルーム 

対 象 者 敦賀北小学校５年生 ３２名 

主 催 福井県 

協 力 敦賀市、敦賀市立博物館、敦賀北小学校 

講 師 

福井県土木部建築住宅課  坂川 慶介 

敦賀市立博物館  館長 川村 俊彦氏 

敦賀市都市整備部住宅政策課  奥川 直樹氏 

ね ら い 
 次世代を担う子どもたちに、小さい時期から住まいやまち並みについて興

味を持ってもらい、より良い住環境を次世代に残す意識を育んでもらう。 

プログラム 

１．住まいの絵本 

２．舟溜り地区の歴史やまち並み 

３．土蔵の引っ越し 

準 備 物 プロジェクター、スクリーン 等 

様 子 

 

いい住まいとはどんな住まいかを考

えてもらうため、子どもたちに「住ま

いの絵本」を配布して授業を行なった。

いい住まいには何が必要かをいろんな

角度から考えてもらえるよう、キーワ

ードを設定して会話形式に作った住ま

いの絵本は福井県建築住宅課のホーム

ページにてデータ提供している。 

敦賀市 舟溜り地区 

歴史的まち並みエリア 
  

 



１１ 

 

 

様 子 
 

敦賀市立博物館長からは、舟溜り地

区の歴史や、舟溜り地区で実際に取り

組まれている景観形成について説明を

してもらった。 

 

敦賀市の職員からは、敦賀市立博物

館にある土蔵の曳家の様子をスライド

で紹介してもらった。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２３年１１月１２日付け 

福井新聞 



１２ 

 

 

～取組内容２～ 

身近なまち並みづくり ～暖簾によるまち並み演出～ 

実 施 日 時 
［製 作 期 間］平成２５年１月２１日～平成２５年２月２７日（全１０回） 

［お披露目会］平成２５年３月１５日（金）１４時００分～１５時３０分 

実 施 場 所 
［暖 簾 製 作］福井県立敦賀工業高等学校 

［お披露目会］敦賀市相生町会館 

対 象 者 舟溜り地区の住民 参加者３４名 

主 催 福井県 

協 力 博物館通り景観形成協議会、敦賀工業高等学校、敦賀市、敦賀市立博物館 

製 作 者 敦賀工業高等学校 建築システム科 １年生 

講 師 

草木染 草木染工房風雅   代表 石川 雅夫氏 

デザイン 仁愛女子短期大学  教授 西畑 敏秀氏 

歴史 敦賀市立博物館   館長 川村 俊彦氏 

景観形成計画 敦賀市都市整備部都市政策課  百田 和幸氏 

屋外広告物 福井県土木部都市計画課  山本 理 

ね ら い 

 舟溜り地区にあった暖簾を製作・設置することで、地元で建築を学ぶ敦賀

工業高等学校の学生や舟溜り地区の住民の方々のまち並みづくりに対する意

識向上を図る。 

プログラム 

１．敦賀工業高等学校生が草木染やデザインについて学ぶ 

２．舟溜り地区にあった暖簾をデザインする 

３．草木染で暖簾を製作する 

４．住民に対してデザインコンセプト等を発表する 

５．各住戸に暖簾を設置する 

準 備 物 暖簾、染料、竹竿 等 

様 子 
 

【住教育について】 

（平成２５年１月２１日実施） 

 

住教育に取り組んでいる趣旨や、こ

れまでに取り組んできた内容について

講義した。 

 

 

 

【舟溜り地区の景観について】 

（平成２５年１月２１日実施） 

 

暖簾を設置する舟溜り地区で策定さ

れた「景観形成推進計画」の内容につ

いて、敦賀市都市政策課の担当者から

講義をしてもらった。 

 

 



１３ 

 

 

様 子 

 

【草木染について】 

（平成２５年１月２１日実施） 

 

草木染の染料として使われる材料の

話、草木染の工程、デザインの仕方に

ついて、草木染工房風雅の石川雅夫氏

に講義してもらった。 

 

 

【デザインと社会との関わり】 

（平成２５年１月２４日実施） 

 

仁愛女子短期大学の西畑敏秀教授か

ら、デザインという意識が実際にまち

でどのように活かされているかを、身

近な事例を紹介しながら解説をしても

らった。 

 

【景観と屋外広告物について】 

（平成２５年１月２４日実施） 

 

福井県土木部都市計画課の担当者か

ら、景観に配慮した広告物の例として

「ふるさと福井景観広告賞」の受賞作

品を紹介してもらった。 

 

 

【舟溜り地区の散策、現地調査】 

（平成２５年１月２８日実施） 

 

暖簾を設置する場所の雰囲気や設置

の仕方、設置協力者への要望ヒアリン

グのため、現地を散策し調査を行った。 

 

 

 

【舟溜り地区の歴史等について】 

（平成２５年１月２８日実施） 

 

敦賀市立博物館長から、舟溜り地区

の歴史的な背景や景観形成の取組みに

ついて講義してもらった。 

 

 

 



１４ 

 

 

様 子 

 

【デザイン作成その１】 

（平成２５年１月３０日実施） 

 

仁愛女子短期大学の西畑敏秀教授か

ら、家紋や花押、イニシャルを使った

モノグラムデザインの作品例を紹介し

てもらい、デザインについての指導し

てもらった。 

 

【デザイン作成その２】 

（平成２５年２月４日実施） 

 

デザインを作成する上でのヒントを

得るため、インターネットや敦賀市立

博物館の資料に目を通し、デザインの

草案を作った。 

 

 

【デザイン作成その３】 

（平成２５年２月１２日実施） 

 

生徒が作成したデザインを他の生徒

の前で発表し、デザインコンセプトを

説明した。仁愛女子短期大学の西畑敏

秀氏に講評してもらい、デザインの改

良を行った。 

 

【デザイン作成その４】 

（平成２５年２月１４日実施） 

 

前回の授業をもとに、色彩も含めて

最終案を作成した。 

 

 

 

 

【草木染実習その１】 

（平成２５年２月２１日実施） 

 

ベンガラを使用して暖簾の地染を行

なった。暖簾が乾くと濡れている状態

の暖簾の色より薄く映るため、自分た

ちの思い描いている色合いよりも濃く

染めるようにした。 

 



１５ 

 

 

様 子 

 

【草木染実習その２】 

（平成２５年２月２５日実施） 

 

前回の授業から自然乾燥させた暖簾

に型紙をあて、アクリル顔料を使って

彩色していった。彩色後に自然乾燥さ

せ、アクリル顔料を完全に定着させる

ためにアイロンがけをして完成した。 

 

【学内での暖簾デザイン発表】 

（平成２５年２月２７日実施） 

 

完成した暖簾を他の生徒にお披露目

し、デザインで工夫した点や暖簾を製

作したことに関する感想などを発表し

た。また、発表内容や作品内容につい

て学生同士で採点を行なった。 

 

【暖簾お披露目会】 

（平成２５年３月１５日実施） 

 

地元住民に完成した暖簾をお披露目

し、デザインで工夫した点や暖簾を製

作したことに関する感想などを発表し

た。 

 

 

【暖簾設置】 

（平成２５年３月１５日実施） 

 

暖簾お披露目後、学生たちはそれぞ

れの場所に暖簾を設置した。なお、暖

簾受けについては事前に取り付けてお

き、当日の設置時にスムーズに作業が

進むようにした。 

 

【暖簾の様子】 

 

博物館通りを代表する和風建築物の

「敦賀酒造」に設置された暖簾。地元

の方が手作りされた「吊るし雛」もお

披露目会に合わせて製作され、吊るさ

れた。 

 

 



１６ 

 

 

作 品 

  

  

  

  

  

 



１７ 

 

 

作 品 
  

  

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社、日刊県民福井、読売新聞社の許諾を得て転載しています。

平成２５年３月２８日付け 

読売新聞 

平成２５年３月１６日付け 

福井新聞 

平成２５年３月１６日付け 

日刊県民福井 



１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

丹後街道と鯖街道が交わり、いにしえの時代

より若狭の政治・経済・文化の中心として栄え

た。現在も、江戸期から明治期に建てられた重

厚な商家の建物がまち並みを形成している。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、歴史

的まち並みの保存への意識を持ってもらい、伝

統的町家を改修する活動へつなげる。 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

歴史的まち並みを演出する一輪挿しづくり 

実 施 日 時 平成２７年２月９日（月） 
第１部／１０時００分～１１時３０分 

第２部／１３時３０分～１５時００分 

実 施 場 所 第１部／遠敷池田会館   第２部／遠敷の郷会館 

対 象 者 遠敷５区（検見坂、池田、市場、島、中村）の住民 参加者４２名 

主 催 福井県 

協 力 

検見坂・池田ふれあいサロン、遠敷の郷ふれあいサロン 

遠敷丹後街道まちなみ保存推進会、遠敷公民館、小浜市 

一般社団法人福井県建築士会若狭支部 

講 師 さばえ米俵研究会  福岡 賢二氏 

ね ら い 

 日常的に設置できる一輪挿しを手作りし、各家庭の玄関等に設置すること

で、まち並み景観に連続性を持たせ、まち並みづくりに対する恒久的な意識

醸成を図る。 

プログラム 
１．わらについての話を聞く 

２．わらを編んで竹筒を取り付け、一輪挿しを作る 

準 備 物 稲わら、麻ひも、竹筒 等 

様 子 

 

ワークショップ最初に開催趣旨を説

明した後、講師からわらに関する話を

してもらった。 

小浜市 遠敷地区 

歴史的まち並みエリア 
  

 



１９ 

 

 

様 子 
 

講師が手作りしたわら編み機を使っ

て、講師指導のもとわらの壁掛けを作

った。 

 

完成した一輪挿しを持って記念撮影

をした。 

新 聞 記 事 
 

 

※掲載の記事は、日刊県民福井、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２７年２月１０日付け 

日刊県民福井 

平成２７年２月１０日付け 

福井新聞 



２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

南北に走る街路樹網や用水路など、城下町の

町割りを今日に残している地域で、近年、空き

家や空き地が増加傾向にある。 

 

 

 

 

目指す方向性  

大野の地域特性を活かして空き地・空き家の

活用策を検討し、実践する。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

大学生による「空き地や空き家を活用したまちづくりデザイン」提案発表会 

実 施 日 時 平成２４年７月２７日（金） １５時００分～１７時００分 

実 施 場 所 学びの里めいりん ランチルーム 

対 象 者 大野地区の住民 参加者５０名 

主 催 福井県 

協 力 福井大学、社団法人福井県建築士会、大野市 

発 表 者 福井大学工学部建築建設工学科 ３年生 １４名 

ね ら い 

 人口減少や高齢化の進展等により、大野市のまちなかで空き家や空き地が

増加し、地域コミュニティや景観の喪失などの問題が生じている。そこで、

学生に大野の地域特性を活かした空き地・空き家の活用策を提案してもらい、

地区住民の方と意見交換を行うことで、活用の参考としてもらう。 

テ ー マ 空き地や空き家を活用した魅力ある生活環境の実現 

プログラム 
１．提案発表、住民と意見交換 

２．講評 

準 備 物 有孔ボード 等 

様 子 

 

最初に、今回の開催趣旨などを説明

し、その後、福井大学の担当教官・野

嶋慎二教授からデザインテーマ等の説

明をしてもらった。 

大野市 大野地区 

まちなかエリア 
  

 



２１ 

 

 

様 子 
 

４グループに分かれて、学生が提案

内容を披露し、それに対して住民の方

と意見交換を行なった。まちづくりに

生かそうと、地区住民の方は学生の提

案に真剣に耳を傾け、積極的に意見交

換を行なっていた。 

 

グループの中から一番良いと思った

提案を代表に選出し、改めて参加者全

員の中で４名が発表した。写真は最優

秀賞を受賞した「ひとやすみ」の提案

風景。まちなかの空き家に図書館や食

堂、ホールなどを設け、憩いの空間と

する提案をしていた。 

新 聞 記 事 

 

※掲載の記事は、福井新聞社、日刊県民福井、北陸工業新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２４年８月１日付け 

建設工業新聞 

平成２４年７月２８日付け 

日刊県民福井 

平成２４年７月２９日付け 

福井新聞 



２２ 

 

 

～取組内容２～ 

木の授業 

実 施 日 時 平成２５年１０月１６日（水） ９時２５分～１１時２０分 

実 施 場 所 有終西小学校 

対 象 者 有終西小学校５年生 ３０名 

主 催 一般社団法人福井県建築士会青年部女性委員会 

共 催 福井県、公益財団法人福井県建設技術公社 

協 力 有終西小学校 

講 師 一般社団法人福井県建築士会  吉田 輝代美氏 

ね ら い 

 次世代を担う子どもたちに、日本の伝統的な建築素材である木の特徴を学

んでもらい、ワークショップを通じて実際に素材に触れることで、住まいを

見つめなおしてもらうきっかけをつくる。 

プログラム 

１．木の生い立ち 

２．建築で使われる木について 

３．さまざまな樹種の木片を使って時間割表を製作 

準 備 物 木の時間割表キット、装飾用タイル、ボンド、木片 等 

様 子 

 

住まいや暮らしに精通している女性

建築士が講師を務めた。 

 

スライドを用いて、建築史はどんな

仕事をしているか、木の生い立ち、建

築で使われる木について、講義した。

スライドの途中で気に関するクイズを

出題し、子どもたちがあきないように

工夫していた。 

 

様々な樹種の木片（サクラ、スギ、

マツ、クリ、ヒバ）で時間割表を製作

した。それぞれの木の肌触りやにおい

を確かめながら製作した。 

キットは小学生でも製作しやすいよ

うに、釘等が必要ないものにした。 

 



２３ 

 

 

様 子 

 

完成した時間割表と一緒に記念撮影

をした。時間割表は教科の札を組み替

えることができるため、今後もずっと

使うことができる。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。 

平成２５年１０月１７日付け 

日刊県民福井 

平成２５年１０月１７日付け 

福井新聞 



２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

勝山八景、平泉寺十二景の一つに数えられて

いる大師山のふもとにある地域である。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、継続

的に景観を良くしようという意識を持ってもら

う。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

竹プランターづくり 

実 施 日 時 平成２４年１０月７日（土） ９時００分～１１時３０分 

実 施 場 所 奥越地域地場産業振興センター 

対 象 者 片瀬地区およびその近隣の住民 参加者３３名 

主 催 福井県 

協 力 社団法人福井県建築士会勝山支部、片瀬区 

ね ら い 

 身近にできる美しいまち並みづくりの取り組みとして、自然素材の竹でプ

ランターづくりを住民自らが行い、それぞれの家の通りに面する場所に設置

し、水やりなど毎日の花の世話を通して景観への関心を継続的に持ち続けて

もらい、まち並みづくりの意識向上を図る。 

プログラム 
１．竹プランターを製作する 

２．花を植えて設置する 

準 備 物 竹、ノコギリ、ノミ、ドリル 等 

様 子 

 

ワークショップの前日までに山の所

有者に了承を得て、竹を伐採した。 

 

勝山市 片瀬地区 

郊外エリア 
 

 

 



２５ 

 

 

様 子 

 

まず最初に、今回の開催の趣旨と製

作手順について説明した。 

 

花を植える部分をくり抜き、裏に水

抜き穴をドリルであけて竹プランター

は完成した。 

 

完成したプランターに土を入れ、パ

ンジー、ナデシコ、ビオラなどを植え

た。 

 

参加者全員で大師山をバックに竹プ

ランターと一緒に記念撮影をした。 

 

竹プランターを設置している様子。

毎日の水やりを通して、地域住民が景

観への関心を継続的に持ってもらうこ

とができた。 

 



２６ 

 

 

～取組内容２～ 

家紋入りすだれづくり 

実 施 日 時 平成２５年８月１８日（日） ９時３０分～１２時００分 

実 施 場 所 片瀬集会場 

対 象 者 片瀬地区およびその近隣の住民 参加者３０名 

主 催 福井県 

協 力 一般社団法人福井県建築士会勝山支部、片瀬区 

講 師 一般社団法人福井県建築士会  石畝 正樹氏 

ね ら い 

 すだれは、日陰をつくり風を通すエコ素材であると同時に、まち並み景観

を形成する素材でもある。そこで、各家庭の家紋を刷り込みオリジナルのす

だれを作ることで、昔の生活の知恵を知ってもらい、統一感のあるすだれを

各家庭の軒先に吊るすことでまち並み景観に連続性を持たせ、まち並みづく

りに対する意識向上を図る。 

プログラム 

１．家紋の歴史やすだれの効果についての話を聞く 

２．昔の道具を使ったすだれづくりの実演を見る 

３．家紋入りすだれを作る 

準 備 物 すだれ、型紙、カッターナイフ、ラッカースプレー 等 

様 子 

 

福井県建築士会勝山支部の講師に、

まずは家紋の話をしてもらった。その

後、すだれの効果について、建築の専

門家としての立場から話をしてもらっ

た。 

 

続いて、地元区民の方が昔使ってい

たすだれを作る道具で実演をしてもら

った。昔の農家は、米俵などを自分た

ちで編んでいたとのこと。 

 

実演を見学した後、家紋入りすだれ

を作った。まずは家紋の図柄をマスキ

ングシートに貼りつけ、家紋の図柄に

合わせて切り抜いた。 



２７ 

 

 

様 子 

 

切り抜いた型紙をすだれにスプレー

のりで貼りつけ、周りを養生して黒色

のスプレーを吹きかけて完成した。 

 

完成した家紋入りすだれを持って記

念撮影をした。 

 

家紋が入っているすだれをさっそく

吊るしてもらった。参加された方から

「家紋が入ったすだれを設置すること

で、家の雰囲気が格調高く感じ、とて

も誇らしい」との感想をいただいた。 

新 聞 記 事 

 

※掲載の記事は、福井新聞社、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。 

平成２５年８月２１日付け 

福井新聞 

平成２５年８月１９日付け 

日刊県民福井 



２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

敵が通りにくくするために七つのかぎ型に曲

がった「七曲り」という道路割りがされ、通り

沿いは江戸時代の城下町の面影を残している地

域である。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、歴史

的まち並みの保存への意識を持ってもらう。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

歴史的まち並みを演出する行灯づくり 

実 施 日 時 平成２４年９月１５日（土） ９時００分～１１時３０分 

実 施 場 所 立待公民館 

対 象 者 吉江地区の親子 参加者４３名 

主 催 福井県 

協 力 鯖江市、鯖江市教育委員会、立待公民館 

ね ら い 

 昔ながらのまち並みが残る鯖江市吉江地区の七曲り通りの風情を演出する

ため、吉江地区に幼少期に過ごした近松門左衛門にちなんだ行灯を住民自ら

が考え製作し、地元のまち並みや住まいに対する誇りと愛着を育んでもらう。

「立待月観月の夕べ」に行灯を設置することで、製作者はもちろん、ワーク

ショップに参加しなかった住民にも、まち並みに関心を持ってもらう。 

プログラム 
１．行灯の骨組を組み立てる 

２．和紙に吉江地区にちなんだ文字や絵を描く 

準 備 物 木材、釘、和紙 等 

様 子 

 

最初に行灯を製作する意味や製作上

の注意事項について、参加者に伝えた。 

 

鯖江市 吉江地区 

歴史的まち並みエリア 
 

 

 



２９ 

 

 

様 子 

 

行灯の骨組作りから行なった。釘を

打つことが初めての子どもでもサポー

トしてあげることで製作できた。 

 

骨組が完成したら、和紙に文字や絵

を描いた。吉江地区は近松門左衛門が

幼少期に育った地区であるため、近松

門左衛門の肖像画や地区のゆるキャラ

「ちかもんくん」を描いたりして、元

禄時代に思いを馳せて行灯を製作して

いた。 

 

全部で４２基の行灯が完成し、全員

で記念撮影をした。 

 

絵の具で絵を描くだけでなく、写真

のように切り絵で行灯を製作した人も

いた。 

 

完成した行灯を、観月の夕べという

イベントの日に七曲り通り沿いに設置

した。通りを歩いていた人から「行灯

で照らされたまち並みが趣深く、改め

てここのまち並みの素晴らしさを知っ

た」という感想をいただいた。 

 



３０ 

 

 

～取組内容２～ 

歴史的まち並みを演出する一輪挿しづくり 

実 施 日 時 平成２５年９月１７日（火） 
第１部／１３時３０分～１５時３０分 

第２部／１９時３０分～２１時００分 

実 施 場 所 吉江中公民館 

対 象 者 吉江地区の住民 参加者４４名 

主 催 福井県 

協 力 
一般社団法人福井県建築士会鯖江支部 

立待公民館、吉江中公民館、吉江中区 

講 師 さばえ米俵研究会  福岡 賢二氏 

ね ら い 

 日常的に設置できる一輪挿しを手作りし、各家庭の玄関等に設置すること

で、まち並み景観に連続性を持たせ、まち並みづくりに対する恒久的な意識

醸成を図る。 

プログラム 
１．わらについての話を聞く 

２．わらを編んで竹筒を取り付け、一輪挿しを作る 

準 備 物 稲わら、麻ひも、竹筒 等 

様 子 

 

所有者に了承をもらって、竹を切り

出して竹筒を作った。竹筒の長さは約

２０ｃｍほどで、節より下の部分にド

リルで穴をあけ、紐を通すことができ

るようにした。 

 

ワークショップ最初に開催趣旨を説

明した後、講師からわらに関する話を

してもらった。 

 

講師が手作りしたわら編み機を使っ

て、講師指導のもとわらの壁掛けを作

った。全体的には女性の参加が多かっ

た。 

 



３１ 

 

 

様 子 
 

一輪挿しをさっそく吊るしてもらっ

た。鯖江市吉江地区の歴史的まち並み

の風情に似合っている。 

 

伝統的民家だけでなく、一般民家に

も飾ってもらい、まち並みに統一感を

演出した。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２５年９月１８日付け 

福井新聞 



３２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

北国街道の宿場町として栄えた地区で、北陸

新幹線の金沢開業を控え、ＪＲ芦原温泉駅を利

用する観光客等が散策を楽しむことができるま

ちづくりを推進しているところである。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、観光

客等へのおもてなしの景観づくりを進める。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

一輪挿しでおもてなしの景観づくり 

実 施 日 時 平成２６年１１月２２日（土） 
第１部／１０時００分～１１時３０分 

第２部／１３時００分～１４時３０分 

実 施 場 所 金津本陣ＩＫＯＳＳＡ ３階大ホール 

対 象 者 あわら市内の住民 参加者３６名 

主 催 福井県 

協 力 一般社団法人福井県建築士会青年部、あわら市 

講 師 さばえ米俵研究会  福岡 賢二氏 

ね ら い 

 平成２７年３月の北陸新幹線の金沢開業を踏まえ、一輪挿しを作って設置

することを通じ、ＪＲ芦原温泉駅を利用する観光客等が散策を楽しむことが

できる「おもてなし」の景観づくりを進める。 

プログラム 
１．わらについての話を聞く 

２．わらを編んで竹筒を取り付け、一輪挿しを作る 

準 備 物 稲わら、麻ひも、竹筒 等 

様 子 

 

最初にワークショップ開催の趣旨を

説明した後、講師からわらに関する話

をしてもらった。 

 

あわら市 新富地区 

まちなかエリア 
  

 



３３ 

 

 

様 子 

 

講師が手作りしたわら編み機を使っ

て、講師指導のもとわらの壁掛けを作

った。小学１年生から６０歳代までと、

幅広い層が参加した。 

 

参加者が製作している間、竹筒の製

作を行なった。 

 

わらで編んだ壁掛けの幅を均一にす

るために切りそろえて、竹筒を取り付

けて一輪挿しが完成した。 

 

完成した一輪挿しを持って記念撮影

をした。 

 

一般民家の玄関先に飾ってもらい、

あわら市を訪れる人に対して一輪挿し

で「おもてなし」をしてもらった。 

 



３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

越前国府が置かれてから１，３００年に渡る

歴史が刻まれた地域で、江戸時代からの町家や

蔵および社寺が多く残っている地域である。 

 

 

 

 

目指す方向性  

歴史的・文化的資産を広く情報発信し、歴史

的まち並みの保存の意識を高める。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

まちづくり講演会＋街並み見学会 in 武生２０１１ 

実 施 日 時 平成２３年１１月３日（木・祝） １２時３０分～１６時３０分 

実 施 場 所 越前市生涯学習センター 

対 象 者 越前市内外の住民 参加者１２０名 

主 催 社団法人福井県建築士会 

共 催 福井県、越前市、財団法人福井県建設技術公社 

後 援 四町まちづくり協議会 

協 力 社団法人福井県建築士会南越支部、武生工業高等学校、武生立葵会 

講 師 山形県金山町産業課  須賀 稔氏 

ね ら い 

 都市景観大賞を受賞するなど、美しいまちづくりの先進地である山形県金

山町から講師を招き、１００年先を見据えた美しいまちの創り方について話

してもらい、今後のまちづくりの参考にしてもらう。また、江戸時代の地図

を片手に武生の町を歩き、身近な地域資産の魅力を知るきっかけをつくる。 

プログラム 

１．街並み見学会「古地図散歩」 

２．地域の暮らし発表 

３．まちづくり講演会 

様 子 

 

街並み見学会を前に、まずは武生の

歴史概要について説明をした。 

武生のまちなかは幕末の地図と戦後

の航空写真がほぼ一致する。そのため、

昔の地図を持ってまち歩きができる、

稀有なまちである。 

越前市 タンス町界隈 

歴史的まち並みエリア  

 

 



３５ 

 

 

様 子 

 

古地図散歩の様子。地元住民にとっ

て見慣れた風景も、歴史概要を聞き、

古地図片手にまち歩きをすることで、

改めて地域資産の良さを発見した。 

 

武生工業高等学校建築コースの学生

が、四町地区での住まいを提案した。

いずれの案も町家の良さを生かした建

築様式で、まち並みとも調和を図った

内容であった。 

 

講演会では、都市景観大賞を受賞す

るなど、美しいまちづくりの先進地で

ある山形県金山町の取組事例などを紹

介してもらった。今後のまちづくりの

参考とするべく、参加者は興味深く聞

き入っていた。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、北陸工業新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２３年１１月５日付け 

建設工業新聞 



３６ 

 

 

～取組内容２～ 

越前市のまちなかをブラ武生！ 

実 施 日 時 平成２４年１１月１０日（土） １３時３０分～１７時００分 

実 施 場 所 越前市生涯学習センター 

対 象 者 越前市内外の住民 参加者１２０名 

主 催 福井県 

共 催 越前市、社団法人福井県建築士会南越支部 

後 援 越前市教育委員会、ＮＨＫ福井放送局、福井新聞社 

協 力 府中まちなか博物館連絡会 

講 師 ＮＨＫ番組「ブラタモリ」  チーフ・プロデューサー 尾関 憲一氏 

ね ら い 

 越前市には歴史・文化を反映した魅力ある資産が多く残っており、昨年は

３００年前の地図を片手に「古地図散歩」を実施した。今回は、街角で発見

した痕跡や不思議な地形などから隠された街の歴史やエピソードを探るＮＨ

Ｋの人気番組「ブラタモリ」のエッセンスを番組制作者の視点で伝えてもら

い、参加者の方々に身近な地域資産を知るきっかけづくりにつなげる。 

プログラム 
１．まちづくり講演会 

２．まちなか散歩 

様 子 

 

尾関氏によるまちづくり講演会の様

子。尾関氏から「観光地でもない、何

でもないところをいかに面白く見せる

かに苦労もするがやりがいもある」な

ど、番組制作上の裏話などをしてもら

った。 

 

まちづくり講演会後、尾関氏と一緒

に古地図を片手に武生のまちなかを散

策した。写真はその古地図。詳しいデ

ータは、本冊子１１７ページに掲載し

ている。 

 

まちなか散歩ではルートをあらかじ

め決めて、右回りと左回りの２チーム

に分かれて行なった。 

写真は「卍が辻」という四つ辻。ど

の道からも見通しがきかない特殊な四

つ辻で、戦国時代、辻いっぱいに雇兵

を入れて人数を数えた、いわゆる「人

枡」として作られたとも言われている。 



３７ 

 

 

様 子 
 

写真は見学建物の一つ「ちひろの生

まれた家記念館」で、絵本画家のいわ

さきちひろは、この家の離れで生まれ

た。当時を伝える板壁や箱階段等、大

正時代の面影を残すように復元改修を

し、記念館として再現された。 

 

ルート内の要所に係員を配置し、そ

の場所や建物の歴史などについて説明

をした。 

写真は見学建物の一つ「府中町屋倶

楽部」で、薬屋や産婦人科医院として

使われていた建物を、地元市民団体の

「府中町屋倶楽部」が借受け、自らの

手で整備再生した。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、朝日新聞社、北陸工業新聞社の許諾を得て転載しています。

平成２４年１１月１４日付け 

建設工業新聞 

平成２４年１１月１１日付け 

朝日新聞 



３８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

１，０００余年を農村集落として稲作を中心

に営んできている地域である。 

 

 

 

 

目指す方向性  

地元の特徴である農村集落や農家住宅の良さ

を再認識し、誇りと愛着を持って農村集落を守

り育む。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

上新庄の宝物を探す旅に出よう 

実 施 日 時 平成２４年７月２２日（日） ８時００分～１６時００分 

実 施 場 所 上新庄集落センター 

対 象 者 上新庄地区の住民 参加者２９名 

主 催 福井県 

共 催 上新庄区子ども会 

協 力 坂井市、上新庄区 

講 師 アルマス・バイオコスモス研究所  代表 水上 聡子氏 

ね ら い 

 地元集落を探索したり農家住宅を体験したりすることで、今まで気付かな

かった農村集落や農家住宅の良さを再発見し、自分たちの暮らしに何か取り

入れることができるかを探る。 

プログラム 

１．アイスブレイク 

２．世界の家を見てみよう 

３．むらのお宝さがし 

４．昼食 

５．魅力発見マップづくり 

６．むらの宝物発表 

準 備 物 デジカメ、プリンター、地図、お宝発見シート、模造紙 等 

様 子 

 

むら歩きを行う前にスライドショー

で世界の色々な家を見てもらい、その

土地での気候風土に合わせて家がどの

ようにつくられているかや、地元の家

との違いなどを考えてもらった。 

 

［使用教材］ 

世界あちこち ゆかいな家めぐり 

坂井市 東十郷地区 

農山漁村エリア  

 

 



３９ 

 

 

様 子 

 

４グループに分かれてむら歩きを開

始。日頃見慣れている風景でも、宝物

を探すという視点でまち歩きをするこ

とで、改めて自分たちの住むまちの良

さを再認識できた。 

 

むら歩きにはチェックポイントを２

か所設けた。そのうちの１か所が写真

の屋敷。屋敷林におおわれているのが

特徴で、当日は蒸し暑い日だったが、

屋敷林の外と中では４度の気温差があ

り、涼しさを体感することができた。 

 

もう１つのチェックポイントのお宅

では、「田の字の部屋」と「ご神木」を

探すミッションが用意されていた。ど

うして部屋の配置が「田」になってい

るかなどについて、参加者たちは考え

ていた。 

 

むら歩き後、自分たちの住む地区や

家でお宝だと感じたものをグループご

とにまとめて、魅力発見マップを作成

し、参加者の前で発表した。 

 

作成した魅力発見マップを近くにあ

るＪＲ丸岡駅舎に展示し、地区の魅力

を他地区の人に向けて発信した。 

 



４０ 

 

 

～取組内容２～ 

見つけよう！上新庄の残したい風景 

実 施 日 時 平成２５年７月２７日（土） ８時００分～１５時００分 

実 施 場 所 上新庄集落センター 

対 象 者 上新庄地区の住民 参加者１５名 

主 催 福井県 

共 催 上新庄区子ども会 

協 力 坂井市、上新庄区 

講 師 アルマス・バイオコスモス研究所  代表 水上 聡子氏 

ね ら い 

地元集落や農家住宅を探索し、次の世代に残したい風景や次の世代に向け

て育んでいきたい風景を探し、その風景を残していくためには何をすればい

いかを話し合い、その内容を取りまとめたものを地域に配布することで、今

後の住まい・まちづくり活動の材料や風景を残すために必要なルール作りな

どのきっかけにする。 

プログラム 

１．アイスブレイク 

２．昨年度の振り返り 

３．昔の上新庄の様子 

４．作戦会議 

５．むら歩き 

６．昼食 

７．グループワーク 

８．残したい風景の発表 

９．残したい風景の投票 

１０．感想、講評 

準 備 物 デジカメ、プリンター、地図、お宝発見シート、模造紙 等 

様 子 

 

 まず最初に、昨年度に行なったワー

クショップを振り返った。その後、昔

の集落景観や遊びの様子が分かる写真

を紹介し、残したい風景を探すヒント

にしてもらった。 

 

 ３グループに分かれてむらを散策し

た。数名の方に自宅を開放していただ

いた。そのうちの１軒での様子。縁側

に座って、縁側の良さを体感した。 

 

 家の中も見学させていただいた。家

主から、なぜ田の字プランになってい

るかなどについて子どもたちに説明し

てもらい、子どもたちは昔ながらの暮

らし方について学んだ。 



４１ 

 

 

様 子 

 

 写真のお宅の屋敷林に手作りの遊具

を設置した。家主から、庭木を育てる

ためにはいろいろな手入れが必要だと

いうことを教えてもらった。 

 

 それぞれのグループで選出した残し

たい風景をまとめ、地区の公民館まつ

りで地区住民が大勢見守る中、子ども

たちは地元の残したい風景について発

表した。 

 

 ワークショップで取りまとめた内容

を、近くのＪＲ丸岡駅舎に展示し、地

区の残したい風景を他地区の人に向け

て発信した。また、取りまとめた資料

を地区の全戸に配布し共有化した。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。 

平成２５年７月３０日付け 

福井新聞 

平成２５年７月３０日付け 

日刊県民福井 
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地区の特徴  

大本山・永平寺に至る道中のほぼ中間に位置

し、集落内には伝統的民家や土蔵が多く残り、

集落の背後に広がる山々と中央を流れる永平寺

川とあわせて、里山景観を形成している。 

 

 

 

 

目指す方向性  

地域に残る伝統的民家や地域産材に誇りと愛

着を持ってもらい、地域住民が主体となって伝

統的民家の保全活動や地域産材の供給拡大のき

っかけをつくる。 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

越前瓦の家紋表札づくり 

実 施 日 時 平成２６年１１月９日（日） １５時００分～１７時３０分 

実 施 場 所 京善多目的集会センター 

対 象 者 京善地区の住民 参加者２８名 

主 催 福井県 

協 力 福井県瓦工業協同組合、一般社団法人福井県建築士会青年部、永平寺町 

講 師 福井県瓦工業協同組合  総務理事 藤原 綱蔵氏 

ね ら い 

 永平寺町京善地区に数多く残る、伝統的民家を構成する材料の一つである

「越前瓦」を使って各家庭の家紋を彫った表札を作ることを通じ、伝統的民

家に誇りと愛着を持ってもらうとともに、地元産業である越前瓦に親しんで

もらうことで地域産材の利用拡大のきっかけにする。 

プログラム 
１．越前瓦の特徴について 

２．越前瓦の家紋表札づくり 

準 備 物 越前瓦粘土、へら 等 

様 子 

 

 最初に、講師から越前瓦の製造工程

と特徴について、ＤＶＤを交えて説明

してもらった。 

 

永平寺町 京善地区 

農山漁村エリア 
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様 子 

 

 越前瓦の板荒地に、各家庭の家紋を

彫った。 

 

 ワークショップ後、乾燥・施釉・焼

成して完成した。 

 

 完成した越前瓦の家紋表札を設置し

た様子。家紋表札により、京善区のア

イデンティティを確立している。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。 

平成２６年１１月１５日付け 

日刊県民福井 
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地区の特徴  

生物多様性に富んだ美しい自然環境や、住民

生活や農業の営みによってつくられてきた農村

景観があり、町民に安らぎと潤いをもたらし、

訪れる人々の心を癒している。 

 

 

 

 

目指す方向性  

池田町に残る良質な古民家の保存や空き古民

家の利活用を促進させる。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

茅葺き見学＆茅葺き体験 

実 施 日 時 平成２６年９月１９日（金） ８時５０分～１５時２５分 

実 施 場 所 堀口家住宅 

対 象 者 

池田小学校１～６年生 

池田中学校１年生 

武生高等学校池田分校１年生 

合計１１４名 

主 催 池田町教育委員会 

共 催 福井県 

講 師 
松浦建設株式会社  坂本 和幸氏 

ニシオサプライズ株式会社  西尾 晴夫氏 

ね ら い 

 国の重要文化財「堀口家住宅」で４２年ぶりの保存修理の機会に、次世代

を担う子どもたちが文化財保存修理現場を見学し、実際に茅葺き作業を体験

することで、地元の気候・風土に合った建築材料や住まい方を知ってもらい、

地元に残る古民家を大切にする気持ちを芽生えさせる。 

プログラム 

１．文化財の保存修理工事の仕方について 

２．茅葺き作業の見学 

３．茅の特徴について 

４．茅葺き作業の体験 

準 備 物 わら、茅葺き作業用の道具、軍手、ヘルメット 等 

 

池田町 稲荷地区 

農山漁村エリア 
  

 



４５ 

 

 

様 子 

 

 まず最初に、堀口家住宅の概要と文

化財を保護する意義について説明し、

その後、保存修理の方法について説明

した。 

 

 茅葺き作業中の屋根を足場から見学

した。 

 

 茅葺きがなぜ雨漏れしないかについ

て、子どもたちの前で実験をして説明

してもらった。 

 

 体験用に仮組した垂木に茅を葺く体

験をしてもらった。 

 

 職人の指示に従い、専用の道具を使

って茅を葺いた。 



４６ 

 

 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、日刊県民福井、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２６年９月２０日付け 

日刊県民福井 

平成２６年９月２２日付け 

福井新聞 
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～取組内容２～ 

堀口家住宅保存修理現場見学会 

実 施 日 時 平成２６年９月２７日（土） 

第１部／１０時３０分～１２時００分 

第２部／１３時３０分～１５時００分 

第３部／１５時００分～１７時００分 

実 施 場 所 堀口家住宅 

対 象 者 一般住民 参加者７５名 

主 催 池田町教育委員会 

協 力 福井県 

講 師 

公益財団法人文化財建造物保存技術協会  原 光治氏 

松浦建設株式会社  坂本 和幸氏 

ニシオサプライズ株式会社  西尾 晴夫氏 

ね ら い 

 国の重要文化財「堀口家住宅」の保存修理の機会に、文化財保存修理現場

を見学することで、地元の気候・風土に合った建築材料や住まい方を知って

もらい、地元に残る古民家を大切にする気持ちを芽生えさせる。 

プログラム 
１．文化財の保存修理の仕方を学ぶ 

２．茅葺き作業の現場見学および茅の特長について学習する 

準 備 物 ヘルメット 等 

様 子 

 

 保存修理箇所について説明をしても

らった。今回の工事では耐震慎打を行

なって、一部の壁に耐震改修を施した。 

 

 堀口家住宅の特徴について、講師か

ら説明をしてもらった。 

 

 実際に茅葺き作業をしているところ

を、足場から見学した。その他、茅に

関する話をいろいろしてもらった。 

 



４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

江戸時代に宿場町として栄え、町家特有の短

冊形の屋敷地が北国街道沿いに並んで、今もそ

のまち並みが残っている地域である。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、歴史

的まち並みの保存への意識を持ってもらい、伝

統的町家を改修したり空き家を有効活用する活

動へつなげる。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

小学生による「わたしたちの町並み」写生大会 

実 施 日 時 平成２３年８月９日（火） ７時５０分～１１時００分 

実 施 場 所 南越前町今庄の北国街道沿い 

対 象 者 今庄小学校５・６年生 約４０名 

主 催 街道浪漫今庄宿２０１１実行委員会 

共 催 ＮＰＯ法人今庄旅籠塾、今庄観光協会 

後 援 
南越前町、南越前町教育委員会、南越前町商工会今庄支部 

今庄まちづくり推進委員会、今庄地区文化協議会 

協 力 福井県 

ね ら い 

 小学生の間に自分の住む町を描くことで、自分の目や記憶に印象付けても

らい、自分の住む町や家を大切にする気持ちを持って、故郷への誇りと愛着

を育んでもらう。 

プログラム 
１．写生大会の説明 

２．写生大会 

準 備 物 ４ツ切り画用紙、画板 等 

様 子 

 

 公徳園にて写生大会での注意事項を

説明した後、主催者が事前に指定した

５箇所に分かれて写生した。時間内に

完成しなかった場合は自宅で仕上げ、

夏休み終了時に提出してもらった。 

南越前町 今庄宿 

歴史的まち並みエリア 
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～取組内容２～ 

歴史的まち並みを演出する行灯づくり 

実 施 日 時 平成２４年９月１日（土） ９時００分～１２時００分 

実 施 場 所 旧旅籠若狭屋 

対 象 者 今庄地区の親子 参加者２０名 

主 催 福井県 

協 力 ＮＰＯ法人今庄旅籠塾 

ね ら い 

 歴史的まち並みが残る今庄宿の風情を演出するため、住民自らが考え行灯

を製作し、地元のまち並みや住まいに対する誇りと愛着を育んでもらう。ま

た、前夜祭に行灯を設置することで、製作者はもちろん、ワークショップに

参加しなかった住民にも、まち並みに関心を持ってもらう。 

プログラム 

１．行灯の骨組を組み立てる 

２．和紙に今庄にちなんだ文字や絵を描く 

３．行灯を設置する 

準 備 物 木材、釘、和紙 等 

様 子 

 

 まずは行灯の骨組を作った。事前に

カットした木材を使ったため、子ども

でも少しサポートしてあげることで製

作できた。 

 

 骨組が完成したら、和紙に文字や絵

を描いた。今庄にちなんだものという

ことで、吊るし柿やカタクリの花など

いろいろな絵を描いていた。 

 

 完成した行灯を街道浪漫今庄宿の前

夜祭に設置し、今庄宿の風情が演出さ

れた。 

 



５０ 

 

 

～取組内容３～ 

大学生による地域資源を生かしたデザイン提案発表会 

実 施 日 時 平成２５年２月９日（土） １３時３０分～１５時３０分 

実 施 場 所 今庄地区公民館今庄分館（昭和会館） 

対 象 者 今庄地区の住民 参加者３０名 

主 催 今庄地区公民館今庄分館 

主 管 ＮＰＯ法人今庄旅籠塾 

共 催 福井県 

後 援 今庄観光協会、今庄観光ボランティア協会 

発 表 者 福井大学工学部建築建設工学科 ２年生 約４０名 

ね ら い 

 学生が今庄宿の地域資源を生かして新たな生活環境を創出する提案を住民

にすることで、地域の資産を再認識してもらい、今後のまちづくりの参考に

してもらう。 

テ ー マ 旧宿場の地域資源を生かした生活環境のリ・デザイン 

プログラム 
１．提案発表、住民と意見交換 

２．講評 

準 備 物 有孔ボード 等 

様 子 

 

 最初に、今回の開催趣旨などを説明

し、その後、福井大学の担当教官・菊

地吉信准教授からデザインテーマ等の

説明をしてもらった。 

 

 住民の前で提案発表する学生たち。

最初３班に分かれて提案し、それぞれ

の班から代表を選出、代表３グループ

が全員の前で改めて提案発表した。 

 

 住民投票により、最優秀賞と優秀賞

を決定、公民館長とＮＰＯ法人今庄旅

籠塾長から表彰をしてもらった。 



５１ 

 

 

最優秀作品 

 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社、北陸工業新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２５年２月１０日付け 

福井新聞 

平成２５年２月１３日付け 

建設工業新聞 
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地区の特徴  

漆喰の白壁が美しいどっしりした農家（伝統

的民家）の風景が広がっている地区である。 

 

 

 

 

目指す方向性  

地域に残る伝統的民家や地域産材に誇りと愛

着を持ってもらい、地域住民が主体となって伝

統的民家の保全活動や地域産材の供給拡大のき

っかけをつくる。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

越前瓦の家紋表札づくり 

実 施 日 時 平成２６年９月２４日（水） １９時００分～２１時３０分 

実 施 場 所 宮崎コミュニティセンター 

対 象 者 宮崎地区の住民 参加者３０名 

主 催 福井県 

協 力 福井県瓦工業協同組合、宮崎地域コミュニティ運営委員会 

講 師 福井県瓦工業協同組合  総務理事 藤原 綱蔵氏 

ね ら い 

 越前町江波地区に数多く残る伝統的民家を構成する材料の一つ「越前瓦」

を使って各家庭の家紋を彫った表札を作ることを通じ、伝統的民家に誇りと

愛着を持ってもらうとともに、地元産業である越前瓦に親しんでもらうこと

で地域産材の利用拡大のきっかけにする。 

プログラム 
１．越前瓦の特徴について 

２．越前瓦の家紋表札づくり 

準 備 物 越前瓦粘土、へら 等 

様 子 

 

 最初に、講師から越前瓦の製造工程

と特徴について、ＤＶＤを交えて説明

してもらった。 

 

越前町 江波地区 

農山漁村エリア 
  

 



５３ 

 

 

様 子 

 

 越前瓦の板荒地に、各家庭の家紋を

彫った。 

 

 ワークショップ後、乾燥・施釉・焼

成して完成した。完成した作品は、越

前まるごと元気フェアの会場で展示し

た。 

 来場者からは「これはどこで売って

いるんですか？」や「今度、製作する

教室があればぜひ教えてほしい」など

の反響があった。 

 

 完成した越前瓦の家紋表札を設置し

た様子。この表札の製作者は「表札を

設置することで、誇りある伝統的民家

と越前瓦を、来訪者に知ってもらいた

い」と話していた。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、北陸工業新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２６年９月２６日付け 

建設工業新聞 
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地区の特徴  

国吉城址のふもとに位置し、旧丹後街道沿い

には趣のある町家が軒を連ねている。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、歴史

的まち並みの保存への意識を持ってもらい、伝

統的町家の改修へつなげる。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

歴史的まち並みを演出する行灯づくり 

実 施 日 時 平成２６年８月３日（日） １０時００分～１２時００分 

実 施 場 所 国吉会館 

対 象 者 佐柿地区の親子 参加者約３０名 

主 催 福井県 

協 力 佐柿区、佐柿国吉会、若狭国吉城歴史資料館 

ね ら い 

 旧丹後街道沿いの町家は表構えの意匠が比較的統一化されていて、現在も

情緒豊かなまち並み景観を形成している。このまち並み景観の風情を演出す

るために、佐柿地区にちなんだ行灯を住民自らが考え製作し、地元のまち並

みや住まいに対する誇りと愛着を育んでもらう。納涼盆踊りをはじめ地区の

イベントで行灯を設置することで、製作者はもちろん、ワークショップに参

加しなかった住民にも、まち並みに関心を持ってもらう。 

プログラム 
１．行灯の骨組を組み立てる 

２．和紙に佐柿にちなんだ文字や絵を描く 

準 備 物 木材、釘、和紙 等 

様 子 

 

 最初に、佐柿区長から挨拶をもらっ

た。 

「歴史の趣あるまち並みが残る佐柿地

区の風情を演出するため、地区のイベ

ントごとに行灯を設置しよう」 

美浜町 佐柿地区 

歴史的まち並みエリア 
  

 



５５ 

 

 

様 子 

 

 行灯の骨組を作った。釘を打つこと

が初めての子どもでも、サポートして

あげることで製作できた。 

 

 骨組が完成してから、和紙に文字や

絵を描いてた。各家庭の家紋について

は切り絵を貼って製作した。 

 

 完成した行灯を地区のイベントで設

置した。写真は納涼盆踊りでの様子。

来場者から「幻想的で佐柿のまちなみ

にぴったりだ」との声をいただいた。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、日刊県民福井の許諾を得て転載しています。 

平成２６年９月号 

広報みはま 

平成２６年８月６日付け 

日刊県民福井 



５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の特徴  

高浜町のまちなかを通る旧丹後街道沿いには

伝統的な町家が数多く残っている。うだつを持

つ民家や、正面を塗籠めた民家が建ち並び、地

区独特のまち並み景観が形成されている。 

 

 

 

 

目指す方向性  

高浜の地域特性を活かして、空き家の活用策

を検討する。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

自然素材の壁塗り体験 

実 施 日 時 平成２６年５月１８日（日） １３時００分～１４時３０分 

実 施 場 所 旧塩屋 

対 象 者 高浜地区の住民 参加者約５０名 

主 催 高浜建築建究会 

協 力 
福井県、高浜町 

高浜まちづくりネットワーク、株式会社いきいきタウン高浜 

ね ら い 

 地域の風土や暮らしに調和した建築様式を知ってもらい、伝統的町家が残

るまち並み景観に地域の方々が誇りと愛着を持ち、空き家活用を含めたまち

並み景観の保全活動のきっかけを作るため、空き家だった「旧塩屋」をまち

なか活性化拠点施設として改修する作業に地元住民に参加してもらう。 

プログラム 
１．壁塗り建材の特徴や作業手順について聞く 

２．壁塗り体験をする 

準 備 物 コテ、コテ板、壁塗り建材 等 

様 子 

 

 十数年空き家だった「旧塩屋」をま

ちなか活性化拠点施設として改修。内

装の改修作業を、地元住民に体験して

もらった。 

 

高浜町 高浜地区 

まちなかエリア 
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様 子 

 

 最初に、自然素材の壁塗り建材の特

徴と作業手順を説明してもらった。 

 

 参加者による壁塗り体験。初めて体

験する人がほとんどで最初は戸惑う人

ばかりだったが、ワークショップ後半

には慣れた手つきで壁塗りを行なって

いた。 

 

 完成した壁をバックに記念撮影をし

た。自分たちの手で改修作業に携わっ

たからこそ、愛着が湧くことだろう。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２６年５月２３日付け 

福井新聞 
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地区の特徴  

ふるさとの原風景とも言うべき茅葺き屋根の

民家が今も数軒残り、訪れた人を落ち着いた気

持ちにさせてくれる里山風景が広がる地域であ

る。 

 

 

 

 

目指す方向性  

茅葺き屋根の民家が残る里山風景の保全につ

なげる。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

茅葺きの秘密基地をつくろう～茅刈り体験～ 

実 施 日 時 平成２５年１１月２３日（土） １３時００分～１５時００分 

実 施 場 所 小浜市中名田地区のふるさと文化財の森センター周辺の茅場 

対 象 者 中名田地区の住民 参加者１２名 

主 催 福井県 

協 力 
森の郷なかなた産物組合 

奥名田児童センター、ＮＰＯ法人森林楽校・森んこ、おおい町 

講 師 森の郷なかなた産物組合  組合長 中野 幸男氏 

ね ら い 

 茅に親しんでもらい、茅葺屋根の残る里山風景について地域の方々が誇り

と愛着を持ち、茅葺民家の保全活動のきっかけを作るため、茅葺の秘密基地

づくりを行う。今回はその材料調達のために、茅刈り体験を行った。 

プログラム 

１．茅にまつわる話を聞く 

２．茅刈りの手順と注意事項を聞く 

３．茅刈り体験をする 

準 備 物 厚手のゴム手袋、鎌 等 

様 子 

 

 まず最初に、小浜市で茅生産をして

いる森の郷なかなた産物組合の組合長

から、茅の特徴と茅刈り時の注意事項

について説明してもらった。 

おおい町 名田庄地区 

農山漁村エリア 
  

 



５９ 

 

 

様 子 

 

 刈った茅を数本集めて、茎について

いる葉を熊手で鋤いて整え、わらで束

ねた。 

 

 刈り取って束ねた茅を乾燥させるた

め、穂を上にして寄せ掛けた。この状

態で越冬させて、十分に乾燥させた茅

を春に収穫する。 

 

 最後に、茅刈り体験の参加者たちで

記念撮影をした。今回刈り取った茅を

使って、次回の秘密基地をつくる。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２５年１１月２４日付け 

福井新聞 



６０ 

 

 

～取組内容２～ 

茅葺きの秘密基地をつくろう～茅葺き体験～ 

実 施 日 時 平成２６年５月３１日（土） １３時３０分～１６時３０分 

実 施 場 所 奥名田児童センター 

対 象 者 名田庄地区の住民 参加者７５名 

主 催 福井県 

共 催 一般社団法人福井県建築士会若狭支部 

協 力 
森の郷なかなた産物組合、奥名田児童センター 

ＮＰＯ法人森林楽校・森んこ、おおい町立名田庄小学校、おおい町 

講 師 森の郷なかなた産物組合  組合長 中野 幸男氏 

ね ら い 

 茅に親しんでもらい、茅葺屋根の残る里山風景について地域の方々が誇り

と愛着を持ち、茅葺民家の保全活動のきっかけを作るため、茅葺の秘密基地

づくりを行う。今回は、前回に刈った茅を使って子どもたちが日頃から活用

できる秘密基地をつくった。 

プログラム 

１．茅の特徴について話を聞く 

２．茅葺きの手順と注意事項を聞く 

３．茅を葺いて秘密基地をつくる 

準 備 物 厚手のゴム手袋、茅、竹、わら縄 等 

様 子 

 

 最初に、森の郷なかなた産物組合の

組合長から、茅の特徴と茅の葺き方に

ついて説明してもらった。 

 なお、秘密基地の骨組は、ワークシ

ョップ開催までに、福井県建築士会若

狭支部の方々に組み立ててもらった。 

 

 講師の指導のもと、骨組に茅を一束

ずつ葺いていった。 

 

 秘密基地の上部については大人が茅

を葺き、はさみで切りそろえた。 



６１ 

 

 

様 子 

 

 完成した茅葺きの秘密基地の様子。 

 

 完成した茅葺きの秘密基地をバック

に記念撮影をした。 

 

 さっそく秘密基地を体感する子ども

たちは楽しそうだった。 

新 聞 記 事  

※掲載の記事は、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２６年６月１日付け 

福井新聞 
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地区の特徴  

名水・瓜割の滝のふもとに位置し、エコで魅

力ある地域づくりを目指す「若狭瓜割エコビレ

ッジ構想」を推進している。 

 

 

 

 

目指す方向性  

身近にできるまち並みづくりを通して、自然

環境への配慮とまち並みづくりに対する意識向

上を図る。 

 

 

 

 

 

～取組内容１～ 

家紋入りすだれづくり 

実 施 日 時 平成２６年７月１３日（日） １３時００分～１５時００分 

実 施 場 所 天徳寺会館 

対 象 者 天徳寺地区の住民 参加者２１名 

主 催 福井県、若狭瓜割エコビレッジ推進委員会 

協 力 三宅公民館、三宅地区地域づくり協議会、天徳寺区、若狭町 

ね ら い 

 すだれは、日陰をつくりながらも風を通す、環境・省エネに配慮した素材

であると同時に、まち並み景観を形成する素材でもある。そこで、各家庭の

家紋を刷り込みオリジナルのすだれを作ることで、昔の生活の知恵を知って

もらい、統一感のあるすだれを各家庭の軒先に吊るすことでまち並み景観に

連続性を持たせ、まち並みづくりに対する意識向上を図る。 

プログラム 
１．若狭瓜割エコビレッジ構想について 

２．家紋入りすだれづくり 

準 備 物 すだれ、型紙、カッターナイフ、ラッカースプレー 等 

様 子 

 

 まず最初に、天徳寺区長および若狭

瓜割エコビレッジ推進委員会の委員長

から、ワークショップ開催の趣旨と挨

拶をもらった。 

 

若狭町 天徳寺地区 

郊外エリア 
  

 



６３ 

 

 

様 子 

 

 次に、各家庭の家紋を印刷した型紙

をカッターナイフで切り抜いた。 

 

 最後に、型紙をすだれに固定し、周

りを新聞紙等で養生してスプレーを吹

き付けた。スプレーを吹き付けると風

で型紙が浮き上がるため、写真のよう

に網で押さえながらすることで、家紋

がくっきり刷り込まれる。 

 

 完成した家紋入りすだれを、若狭瓜

割り名水まつりに合わせて吊るしても

らった。製作者から「すだれに家紋が

入っているので愛着が湧く。通りから

見える場所に吊るして、天徳寺区の景

観づくりや環境配慮活動などの取組み

をＰＲしたい」との感想をもらった。 

新 聞 記 事   

※掲載の記事は、福井新聞社の許諾を得て転載しています。 

平成２６年７月１８日付け 

福井新聞 
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 ４ 宮大工による体験講座 
 

～取組内容～ 

実 施 日 

および 

対 象 者 

平成２４年 ６月１３日（水） 鯖江市立豊小学校 ５年生６７名 

平成２４年 ６月２２日（金） 坂井市立東十郷小学校 ６年生６８名 

平成２４年１１月１４日（水） 大野市立有終西小学校 ５年生３５名 

平成２４年１１月２１日（水） 勝山市立成器南小学校 ５年生７８名 

平成２５年 ７月 ９日（火） 永平寺町立志比南小学校 ５・６年生４４名 

平成２５年１０月１０日（木） 高浜町立高浜小学校 ５年生４８名 

平成２５年１０月１８日（金） おおい町立名田庄小学校 ５年生２４名 

平成２５年１２月 ６日（金） 小浜市立遠敷小学校 ５年生３４名 

平成２６年１０月 ８日（水） 池田町立池田小学校 ５・６年生３３名 

平成２６年１０月１５日（水） 美浜町立弥美小学校 ５・６年生５０名 

平成２６年１０月３０日（木） 越前町立宮崎小学校 ５年生４３名 

平成２６年１０月３１日（金） あわら市立金津小学校 ５年生８７名 

平成２６年１１月１９日（水） 若狭町立三宅小学校 ６年生１９名 

主 催 福井県 

協 力 

一般社団法人 福井県建築組合連合会 

小浜市、小浜市立遠敷小学校 

大野市、大野市立有終西小学校 

勝山市、勝山市立成器南小学校 

鯖江市、鯖江市立豊小学校 

あわら市、あわら市立金津小学校 

坂井市、坂井市立東十郷小学校 

 

永平寺町、永平寺町立志比南小学校 

池田町、池田町立池田小学校 

越前町、越前町立宮崎小学校 

美浜町、美浜町立弥美小学校 

高浜町、高浜町立高浜小学校 

おおい町、おおい町立名田庄小学校 

若狭町、若狭町立三宅小学校 

講 師 

（敬称略） 

［ 宮 大 工 ］直井 光男 直井建築 代表 

 

 福井県越前市在住。日本を代表する宮大工・西岡

常一棟梁のもとで薬師寺金堂・西塔（奈良県）の復

元工事に携わる。福井県内でも、大塩八幡宮（国指

定重要文化財・越前市）や大滝神社（国指定重要文

化財・越前市）、舎人門（福井市）、御廊下橋（福井

市）の修復・再建工などを手掛ける。 

平成２４年に秋の叙勲「旭日単光章」を受章 

［ 宮 大 工 ］田中 健一 田中工務店 代表 

 

福井県永平寺町在住。宮大工の父のもとで建築大

工見習いとして修業し、昭和３３年に独立して永平

寺町に田中工務店を設立した。永平寺不老閣（永平

寺町）や出雲大社拝殿（島根県）など、福井県内外

の数多くの社寺建築に携わる。 
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講 師 

（敬称略） 

［ 宮 大 工 ］山口 文温 山口建築 代表 

 

 福井県小浜市在住。明通寺三重塔（国宝・小浜市）

や神宮寺本堂（国指定重要文化財・小浜市）、妙楽寺

本堂・厨子（国指定重要文化財・小浜市）、飯盛寺本

堂・厨子（国指定重要文化財・小浜市）などの修復

工事に携わる。 

 

 

［住文化専門家］国京 克巳 国京克巳建築設計工房 代表 

 

若越建築文化研究所代表／福井工業大学非常勤講師 

福井県坂井市在住。東京工業大学大学院を修了後、

平成１０年に若越建築文化研究所を開設した。朝倉

氏遺跡武家屋敷（福井市）、御廊下橋（福井市）、舎

人門（福井市）の復元工事や、瑞源寺（県指定文化

財・福井市）の修復工事の設計・監理など、歴史的

建築物の工事に携わる。 

［大工］     

畑 宣雄 近藤 秋仁 西川 晃治 池田 高康 山神 義史 

末本 隆一 大林 彰 松井 登 川口 明 江信 末雄 

川口 健一 山本 亘 久保 勝二 宮腰 祐一 岩佐 幸次 

ね ら い 

 近年は木造建築現場において、木材や大工技術の良さを見る機会が少なく

なっている。そこで、子ども達が本物の木材や大工道具や大工の技を見て、

実際にかんな削り等を体験することで、素晴らしさを肌で感じてもらい住文

化に関心を持ってもらう。 

様 子 
 

①和釘について 

 小学 5 年生の国語の教科書に掲載

されている「和釘」に実際に触れて

もらう。 

（所要時間：約５分） 

 

［準備物］ 

 和釘、洋釘 

 

②伝統建築の技術について 

 釘や金物を使わず、木に切り込み

などの加工を施してはめ合わせる技

術「木組み」について説明する。 

（所要時間：約１０分） 

 

［準備物］ 

 三重塔図面、心柱模型、木組み模型 
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様 子 

 

③木組みの取り外し体験 

 木組み模型を使い、子どもたちに

木組みを取り外し・取り付けをして

もらう。 

（所要時間：約１０分） 

 

［準備物］ 

 木組み模型 

 

④大工道具の説明 

 木組みを加工する道具など、大工

道具について説明する。 

（所要時間：約１５分） 

 

［準備物］ 

 ノコギリ、カナヅチ、ノミ、 

 カンナ、チョウナ  等 

 

⑤墨付け体験 

 大工道具の一つ「墨壷」を使って、

代表者に線を引いてもらう。 

（所要時間：約５分） 

 

 

［準備物］ 

 墨壷、木材 

 

⑥ヤリガンナ掛け体験 

 大工指導のもと、子どもたちにヤ

リガンナ掛けを体験してもらう。 

（所要時間：約１０～２０分） 

 

 

［準備物］ 

 ヤリガンナ、木材（板材）、作業台 

 

⑦カンナ掛け体験 

 大工指導のもと、子どもたちにカ

ンナ掛けを体験してもらう。 

（所要時間：約１０～２０分） 

 

 

［準備物］ 

 カンナ、木材（柱材）、作業台 
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様 子 

 

⑧大工による実演（マサカリ） 

 丸い木材から製材する過程を子ど

もたちに見学してもらう。最初に、

マサカリ作業をする。 

（所要時間：約５分） 

 

［準備物］ 

 マサカリ、木材（丸太）、作業台 

 

⑨大工による実演（チョウナ） 

 マサカリ作業後、チョウナ作業を

する。 

（所要時間：約５分） 

 

 

［準備物］ 

 チョウナ、木材（丸太）、作業台 

 

⑩大工による実演（マサカリ） 

 チョウナ作業後、ヤリガンナ作業

をする。それぞれの作業による木材

の肌触りの違いを子どもたちに体験

してもらう。 

（所要時間：約５分） 

［準備物］ 

 ヤリガンナ、木材（丸太）、作業台 

 

⑪質疑応答 

 子どもたちからの質問に対して、

講師が答える。 

（所要時間：約５分） 

 

 

 

 

※体験講座のさらに詳しい内容については、別冊の『住教育 宮大工による体験講座「伝統

建築文化に触れよう」実績集』をご参照ください。 
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 ５ 住教育シンポジウム 
 

～取組内容～ 

実 施 日 時 平成２４年１０月２７日（土） １０時３０分～１２時４０分 

実 施 場 所 福井県産業会館 本館２階 

ね ら い 

県民に広く住教育について知ってもらい、モデル地区での取り組み内容を

参考にしてもらうため、基調講演とパネルディスカッションを行い、自分た

ちの住むまち並みや住まいをより良い資産として子や孫の世代まで残す活動

を実践するためのきっかけづくりにつなげる。 

参 加 者 一般県民 １４３名 

プログラム 

１ 基調講演（１０時３０分～１１時２０分） 

    演題「地域資源を活用した住まい・まちづくり学習」 

２ パネルディスカッション（１１時３０分～１２時４０分） 

出 演 者 

（敬称略） 

●基調講演 講師、パネルディスカッション コメンテーター 

碓田 智子 ／ 大阪教育大学教育学部教養学科 教授 博士（学術） 

    大阪市立大学大学院博士後期課程修了。福井大学教育地域科学部に

２００２年９月まで勤め、２００２年１０月に大阪教育大学教育学部

へ移籍。大阪市立住まいのミュージアムや兵庫県神戸市などの住教育

にかかわっている。専門分野は、住居学、住環境教育など。 

●パネルディスカッション コーディネーター 

五十嵐 啓 ／ 福井工業大学建築生活環境学科 准教授 

    京都大学工学部建築学科卒業。ゼネコンの設計部で数多くの建築物

の設計に携わる。専門分野は、都市計画、建築計画など。 

●パネルディスカッション パネリスト 

 ［越前市タンス町界隈］ 

小川 利男 ／ 社団法人福井県建築士会南越支部 

    郷土の歴史や文化を継承するため、建築士会南越支部や武生ルネサ

ンス、武生立葵会に参画し、幅広いまちづくり活動をしている。 

 ［南越前町今庄宿］ 

朝倉 英俊 ／ ＮＰＯ法人今庄旅籠塾事務局長 

    今庄の町並みや文化の保全継承を進めるなど、今庄地区の活性化の

ため住民主体の自立したまちづくりを目指し活動をしている。 

 ［勝山市片瀬地区］ 

石畝 正樹 ／ 社団法人福井県建築士会勝山支部 

    勝山青年会議所理事長や勝山市エコミュージアム協議会長などを歴

任し、地域に根差したまちづくり活動をしている。 

 ［鯖江市吉江地区］ 

高島 信義 ／ 立待公民館前館長、たちまち子ども文楽団長 

    平成２４年３月まで立待公民館長を務め、６月に「たちまち子ども

文楽」を発足するなど、地元の町づくり活動をしている。 
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様 子 

  

基調講演 パネルディスカッション 

アンケート 

結 果 

（ 抜 粋 ） 

参加者の職種 

 

まちづくり活動に参加して

いますか 

 

シンポジウムの内容はどう

でしたか 

 

[自由意見] 

・地域資源として、まつりやしつらい等の文化的側面がまちづくりの機運醸

成を図ることが多いことが分かった。 

・子どもたちにいろんな体験をさせていることはとても素晴らしいことだと

思う。少しでも興味を持ってもらい、次の世代に伝えていってもらいたい。 

・住まいを教材に子どもたちに伝統を伝えることは、とても大切なことだと

感じた。 

・発表のあった事例はどれもよかった。私も地元の伝統的な文化の保存会に

所属しているので、まち並みの維持、いや向上のため、積極的に参加して

いきます。 

・まちおこしイベントとして、ひなまつりイベントを行っている地域がたく

さんあるようだが、こういった住民自身が参加することにより、自身の住

むまち並みの良さを知る良い機会であると感じる。 

※シンポジウムの議事録等さらに詳しい内容については、別冊の『住教育シンポジウムの内

容』をご参照ください。 
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 ６ 次の世代へ 

    

  

 

 

●福井市日新地区［郊外］ 

―地域の宝を掘り起し― 

福井市日新地区では、平成２３年１１月に日新公民館に地域住民らを集め「家族の

つながり・地域のつながり」の工夫をテーマに、福井工業大学建築学科准教授五十嵐

啓氏、デザイン学科准教授吉野剛氏の指導のもと、学生による設計コンペを実施しま

した。「壁のない家」や「縁側を道路に伸ばす」など、縁側のような内と外のつながり

についてユニークなプランが次々発表され、住民相互のコミュニケーションを図るた

めのアイデアについて住民らの関心を高めました。地域の方々による今後の活動方針

を考える際の参考になったものと推察されます。 

また、平成２４年８月に日新地区の小中学生１４人が今庄宿を訪問し、ＮＰＯ法人

今庄旅籠塾のメンバーと交流しました。子どもらは、今庄宿有数の旧家、京藤甚五郎

家住宅（県指定有形文化財）を見学しました。広い土間から一続きになったいろりや

客間を見て「広い」「思ったより涼しい」「いろいろなところが工夫されていた」など

と興味を示し、「残していくのにこんなにも苦労があるとは知らなかった」などと話し

ていました。子どもらにとって昔の住まいを守る大切さと大変さを学んだ一日でした。 

平成２６年３月に地区住民が公民館活動の一環として「日新かるた見て歩きＭＡＰ

パンフレット」を作成し、全戸に配布しました。子供からお年寄りまで三世代がＭＡ

Ｐを片手に地区を巡って魅力を再発見する取組が始動しました。 

 

  

提案発表会での作品 

 

越前・若狭の豊かな多様性を次の世代へ    

（ 一緒に残しませんか。ふるさとふくいの風景と通りと家と・・・、記憶とともに ） 
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●敦賀市舟溜り地区［歴史的まち並み］ 

―学生たちによる手製のれんで名商店街を再生― 

敦賀の博物館通りは長さ約２４０メートル。敦賀港が繁栄した明治から昭和初期ま

で市内で最もにぎわった商店街で、近代建築物の市立博物館（旧大和田銀行本店）や

敦賀酒造など木造建築物が混在する舟溜り地区を代表する通りとなっています。 

この地区では、平成２１年度に地域住民による景観形成協議会が立ち上がり、景観

づくりの取組が進められております。 

舟溜り地区における敦賀工高生による商店や民家の軒先を飾る草木染の暖簾づくり

は、景観や歴史的なまち並みに対する生徒の関心を高めるとともに、景観づくりの住

民活動を後押しする効果があったと思われます。 

まち並み景観に連続性を持たせることを目的に地域ぐるみで学生と住民が主体的に

取り組んだ今回の活動が高く評価され、「第４回ふるさと福井景観広告賞」に選ばれま

した。 

舟溜り地区では、平成２５年に地区住民・大学・市の協議会が地区内の長屋を改修

し、テナントを募集しました。 

女性からのヒアリング結果を踏まえてテナント業種を決定した結果、市内の商業経

営者３者が、カフェとパン屋と雑貨屋を同年１０月にオープンしました。市立博物館

の改修や道路の高質化も行われており、歴史的な雰囲気作りが官民挙げて進むなど、

歴史的まち並み景観を活かした「にぎわいづくり」が始まっています。 

 

  

暖簾を掲出している様子 第４回ふるさと福井景観広告賞表彰式 

  

  

町家改修の様子（敦賀市相生町） 
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●小浜市遠敷地区［歴史的まち並み］ 

―旧丹後街道の隠れた名宿場町― 

小浜市遠敷地区は、北陸から丹後地方を結ぶ旧丹後街道沿いに位置し、鯖街道の一

つとして多くの人や物が行き来しました。特に遠敷地区は若狭小浜の中心で、意外に

知られていませんが近世には宿場町として発展しました。古くから商店や民家が建ち

並び、現在も江戸時代の町家が残るなど伝統的なまち並みが形成されています。平成

２６年２月に県の伝統的民家群保存活用推進地区に指定されました。 

旧丹後街道沿いの遠敷５区（検見坂、池田、市場、島、中村）は平成２６年１０月

に「遠敷丹後街道まちなみ保存推進会」を設置し、街道の一角を住民や観光客らが憩

う場として整備するほか、昭和３０年代の街道一帯を描いた看板を設置するなど、歴

史的なまち並み景観を活かし、往時のにぎわいを取り戻すための取組が始動しました。

今も残る町家の風情を活かし、まずは地域の方々によるおもてなしの機運を盛り上げ

る活動から始めています。 

 

 

一輪挿し設置の様子 

 

整備された憩いの場 

 

 

 丹後街道にぎわい遠敷昔絵図（看板） 
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●大野市大野地区［まちなか］ 

―小京都の空き家空き地対策に学生のアイデアを― 

福井大学の学生が、建築建設工学科教授野嶋慎二氏の指導のもと練り上げた空き家

や空き地を活用した小京都大野ならではのまちづくりについて、学生目線でのユニー

クな提案を地区住民に対して発表しました。 

空き家や蔵を改装して住民が持ち寄った古本や楽器、置物などを展示する趣味の共

有スペースをつくる計画や、除雪にも配慮した名水の町ならではの川を活かした家づ

くり、複数の空き家を二世帯住宅とする町家の住まい、空き家に図書館や食堂、ホー

ルなどを設け憩いの空間とする案、空き地を通常は休憩地やコミュニティの場に使い、

災害時には通信基地にする防災ポケットパーク構想など、様々な提案がありました。 

産学官連携の取り組みに積極的な福井大学では、県の住教育に対する協力に積極的

に呼応し、大学にとっても求める生きた教材となり、地域貢献への足掛かりとなると

して歓迎していただきました。 

地区の方々にとっても、第三者の目が入ることで課題がより明確化され、非現実的

な部分もあるが新しい発見等があり、触発されるきっかけになったものと思われます。 

 

  

町家改修の様子（大野市元町） 

  

  

町家改修の様子（大野市明倫町） 
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●勝山市片瀬地区［郊外］ 

―家紋入りすだれで涼しく、竹プランターで美しく― 
古民家が多く、西向きに集落が形成されている片瀬地区で、愛着がある家紋をすだ

れに入れて取り付けやすくし、地域の景観づくりとあわせて省エネルギーにつなげる

ことをねらいに実施しました。また、地区の裏山では太くて美しい孟宗竹が多く取れ

ることをヒントに、竹によるプランターづくりも実施しました。各家庭では、家紋入

りすだれや竹プランターを玄関先において、地域の景観づくりに一役買っています。 

地元の方が気軽に取り組めるこうした取組は、住民による景観づくり運動として他

の地区にも波及していくことをねらっています。 

さらに、こうした取組を通じ、今後改築等を考える際にこの家紋入りすだれがなじ

む外観にしようといった地区の方々の機運醸成につながることを期待しています。 

 

  

竹プランター設置の様子 家紋入りすだれ設置の様子 

  

  

地区住民主体による木の端材を使ったプランターづくり 
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●鯖江市吉江地区［歴史的まち並み］ 

―手製の行灯と一輪挿しで七曲り通りの観月会― 

鯖江市吉江町界隈は吉江藩の城下町で「吉江七曲り」は敵が侵入しても容易に通り

抜けられないように七つの鉤型に曲がった城下町特有の道路割りで、その形態が昔の

まま残っています。かつては商人屋敷が建ち並んでいましたが、現在も伝統的な町家

や農家が混在し、塀垣などとともに独特のまち並みが残っています。 

地区の吉江七曲り通りに沿う、歴史的まち並みの雰囲気を大切にしようと、子ども

も親も参加し、行灯と一輪挿しをつくりました。毎年 9 月に開催されている立待月観

月の夕べには、玄関にわらで作った一輪挿しが、通りには行灯のあたたかい光が歴史

的風景を醸し出し、このまち並みを大切にしようとする機運が醸成されています。 

 

  

行灯設置の様子 

  

  

一輪挿し設置の様子 

  

  

伝統的民家改修の様子（鯖江市吉江町） 
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●あわら市新富地区［まちなか］ 

―北陸新幹線金沢開業に向け、おもてなし機運を盛り上げ― 

あわら市の旧金津地区は、江戸時代には北陸道の要衝として旅籠屋、問屋、妓楼が

軒を連ねる宿場町、商業の町として栄え、竹田川を経由して三国湊との交流も活発に

行われていました。このころ、参勤交代の殿様が宿泊される際に本陣に箸や食器など

の日用品で飾り物をつくり、もてなしたのが「本陣飾り物」です。この本陣飾り物を

つくる伝統は３７０年余り経つ今でも金津祭りに欠かすことのできないものとなって

います。 

平成２７年３月１４日に北陸新幹線が金沢まで開業します。福井県の北の玄関口で

ある芦原温泉駅を中心に多くの観光客を迎えるにあたり、おもてなしの機運を盛り上

げるため、わらでつくった一輪挿しを通りに面して掲げていくことになりました。 

プランターによる花のまちづくりや駅前の空き店舗活用にも取り組み、次世代の交

流拠点づくりの機運を高めています。 

 

  

一輪挿し設置の様子 ハンギングバスケット設置の様子 

  

  

フラワーサポート協議会による「花の作品展 in あわら」（にぎわい交流広場） 

 



７７ 

 

 

●越前市タンス町界隈［歴史的まち並み］ 

―タンス町界隈を古地図片手にそぞろ歩き― 

平成２４年６月に建築士会南越支部が、景観に関する教育や意識啓発、町家の改修

等の取組に対し国土交通大臣賞を受賞し、平成２６年にはタンス町界隈（約２０ｈａ）

が、条例に基づく越前市初の景観形成地区に指定されました。 

今後、この地区内では、例えば屋外広告物は、木製など落ち着いた素材としなけれ

ばなりません。 

平成２４年１１月にＮＨＫの探索散歩型番組として人気の「ブラタモリ」のチーフ

プロデューサー尾関憲一氏を招き、番組誕生の舞台裏やまち歩きのコツを伝授してい

ただきました。講演では、「何でもないところをいかに面白く見せるか、そのためにも

現場を歩くことが一番大事。資料にも出てこない新しい発見がある。」とし、まち歩き

の魅力や楽しみ方を聴きました。講演のあと、尾関氏と参加者が地元の建築関係者が

作成した江戸時代の古地図を片手に中心市街地の旧武生郵便局や武生公会堂記念館な

ど歴史的価値のある建造物や曲がりくねった路地などを散策しました。 

古地図を片手に、歴史的まち並みを散策する観光客がチラホラ見られ始めました。

また、町家の改修だけでなく、電柱の広告物等を撤去するなど、地域住民のまち並み

景観に対する意識の向上が芽生えつつあります。 

 

  

都市景観大賞 まち並み散策（尾関氏） 

  

  

伝統的民家改修の様子（越前市元町） 

 



７８ 

 

 

●坂井市東十郷地区［農山漁村］ 

―子どもたちのアイデアを参考にシンボルツリーのある住宅地を分譲― 

平成２４年、２５年の２カ年に渡り住教育で子ども達と地区内を探索し、田園風景

の中の住まいが畑と一緒になっていることの良さや、縁側を介して地域とつながるコ

ミュニケーションの大切さ、庭にある立派なタブの木陰のやさしさを学び、生まれた

在所の良さを再発見し、もっと好きになりました。 

地域の有志が中心となって、約１，２００坪の団地を開発し、８０坪台以上のゆと

りある宅地８区画を、県産材をできるだけ用いた木造住宅を建てるなどの建築緑化ガ

イドラインに基づく住民協定を締結できる方にコモン（共用地）付で分譲し始めまし

た。 

コモンに菜園コーナーを設けることや、コモンが地域とつながるコミュニケーショ

ンの場となるように住宅の部屋を配置すること、コモンを屋敷林の雰囲気を目指して

シンボルツリーのタブの木をはじめとした雑木林にすることなどの協定内容は、住教

育活動の中で子ども達が発見した地域の宝が基になっていると、代表の方は話してく

れました。将来、大きく育ったタブの木の木漏れ日の中で、子ども達が楽しく遊ぶ姿

が目に浮かびます。 

 

  

エコヴィレッジ居住予定者による植栽作業 植栽後の様子 

 

 

「上新庄エコヴィレッジ」計画当初のイメージ 
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●永平寺町京善地区［農山漁村］ 

―伝統的古民家を保存・継承へ― 

大本山永平寺に至る道中にある京善地区には、越前瓦葺きの古民家や土蔵が多く残

り、平成２５年３月に県の伝統的民家群保存活用推進地区に指定されました。この指

定を地区の内外にＰＲするため、看板をつくって伝統的民家推進を宣言しています。 

平成２６年１１月に、福井の伝統的民家で多くみられる越前瓦用の粘土を使った家

紋表札づくりを行いました。各家庭では、家紋表札を玄関先において、地域の景観づ

くりに一役買っています。 

伝統的民家に愛着と誇りを持ってもらうことを目的に開催したワークショップを通

じ、住民による伝統的民家の保存・継承活動が盛り上がることを期待しております。 

 

  

地区入口の看板 越前瓦の家紋表札設置の様子 

  

  

土蔵の改修（永平寺町京善） 
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●池田町稲荷地区［農山漁村］ 

―国指定重要文化財の堀口家住宅の風格再び― 

池田町稲荷にある国指定重要文化財「堀口家住宅」の保存修理工事が行われ、平成

２７年２月に改修を終えました。２年かけて約４０年ぶりの大改修を終えた建物は真

新しい茅が葺かれ、堂々とした風格が再び現れました。 

住宅は、入母屋造り茅葺き平入りで、広さは約１２０㎡。傷みの激しかった屋根の

茅を全面葺き替え、柱や梁の部分的な補修、土塗り箇所の塗り直し、筋交い等の耐震

補強を行いました。池田小・中・高生が屋根の全面葺き替え作業工程を見学したほか、

葺き替え作業を実際に体験するなど、４０年に一度という歴史的な場面に立ち会うこ

とができました。完成後、ぜひ見学してもらい、往時の代表的な農家の暮らしに思い

を巡らせてほしいです。 

 

  

茅葺き体験の様子 茅を葺き終えた堀口家住宅 
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●南越前町今庄宿［歴史的まち並み］ 

―今庄宿プロジェクト始動― 

平成２４年に、同じく住教育活動を行っている福井市日新地区の小学生たちが今庄

宿をＪＲで訪問し、タイムスリップ体験を話し合いました。 

この地区の歴史的まち並み保存を進めるＮＰＯ法人今庄旅籠塾は、理事長をはじめ

メンバーに建築士が多いことが幸いし、空き家となった伝統的民家の若狭屋や旧京藤

甚五郎家の改修を中心に、平成２６年度から今庄宿プロジェクトとして３５の事業に

着手しています。 

今庄は、江戸時代を通じ宿場として越前で最も繁栄しました。初代福井藩主の結城

秀康は、北陸道を整備するにあたり今庄については重要な宿駅として計画的なまち並

みを造らせました。文化年間（１８０４年～１８１８年）には、街道に沿って北から

上町、観音町、中町、古町、新町の５町あり、そのまち並みは約１キロメートルに及

び、家屋が櫛の歯のようにぎっしりと建て込んでいました。特に中町には、福井藩、

加賀藩の本陣や脇本陣、問屋、そして多くの造り酒屋、旅籠が集まり、高札場もあり

ました。 

今庄宿のある北国街道は、江戸参勤には最短路であり、越前各藩は必ずと言ってよ

いほど当宿を利用しました。江戸時代中期以降は、商用や京への寺参り、伊勢参りな

どの旅人の宿泊が急増し繁忙を極めたとされています。 

往時の名残が多く残る今庄宿の再生を図るため、古民家町家の改修や利活用の他、

街道の街灯や看板類、舗装など、建物を含めた街道景観の佇まいを往年の姿に戻すべ

く、地域住民が中心となって奮闘しています。 

 

  

今庄宿プロジェクトの様子 

  

  

古民家改修の様子（南越前町今庄） 
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●越前町江波地区［農山漁村］ 

―地元の伝統産品を古民家でＰＲ― 

江波地区には、地域の文化とともに洗練されてきた特有の形態・意匠をもった伝統

的民家が数多く存在し、特に、漆喰（しっくい）の白壁が美しいどっしりとした農家

の風景が広がっており、「福井ふるさと百景」にも選ばれています。 

福井の伝統的民家で多く見られ、地域産業でもある越前瓦用の粘土を使った家紋表

札づくりを行いました。 

製作手順は、参加者それぞれの家紋を紙に印刷して一辺約２０ｃｍの粘土上に置き、

鉛筆でなぞって家紋の図柄を転写し、専用道具のへらを用いて慎重に彫り進めました。

作業前には、福井県瓦工業協同組合から、越前瓦の製造工程や雪にも強く丈夫な特徴

等をわかりやすく紹介しました。 

各家庭では、焼きあがった家紋表札を玄関先に置いて、地域の景観づくりに一役買

っています。伝統的民家に愛着と誇りを持ってもらうことを目的に開催したワークシ

ョップを通じ、住民による伝統的民家の保存・継承活動の盛り上がりや、地域産業で

ある越前瓦の利用促進につながることを期待しています。 

 

  

イベントでの作品展示の様子 越前瓦の家紋表札設置の様子 
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●美浜町佐柿地区［歴史的まち並み］ 

―国吉城下の佇まいを再び― 

美浜町佐柿地区は国吉城跡のふもとに位置し、旧丹後街道沿いには旧商家が建ち並

ぶ歴史的な趣のあるまち並みを形成しています。 

国吉城は、今から４５０年ほど前に築かれた若狭国東方の山城で、越前朝倉氏の侵

攻を１０年近くにわたって撃退し続け、後に織田信長、豊臣秀吉、徳川家康の三英傑

を迎え入れました。佐柿の町は、国吉城の城下町として整備され、江戸時代には宿場

として栄えました。現在も、当時を彷彿とさせるまち並みや風情が色濃く残っていま

す。 

越前和紙に家紋や切り絵を貼った行灯をつくり、地区の夏祭りや国吉城まつり等の

際には通りに並べるなど、歴史的な雰囲気づくりに努めています。 

 

  

地区イベントでの行灯設置の様子 
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●高浜町高浜地区［まちなか］ 

―若い力で「旧塩屋」を再生、まちに賑わいを取り戻せ― 

福井大学の学生ら（卒業生含む）による丹後街道沿いに残る昔ながらのまち並みを

活かしたまちづくりが進められています。高浜町が購入した町家の「旧塩屋」を拠点

としてまちづくり活動が進められています。 

高浜建築建究会（地元建築業組合青年部有志）を中心に、町内の建物を風土や暮ら

しに合わせた建築様式で改修し、機能的でかつ美しい建物やまち並みづくりを応援し

ています。 

 

  

まちづくり活動拠点「旧塩屋」 景観向上アイデア集 

  

  

伝統的民家改修の様子（高浜町宮崎） 
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●おおい町名田庄地区［農山漁村］ 

―茅（カヤ）による竪穴式住居出現― 

名田庄地区は、平安時代の有名な陰陽家・安倍晴明を始祖とする土御門家ゆかりの

地として知られています。集落の中には昔ながらの茅葺き屋根も見え、誰もが懐かし

さを覚える山里の風景が広がっていますが、近年、特に茅葺き屋根の民家が急速にそ

の数を減らしています。 

地域の中で受け継がれてきた茅葺きを子どもたちに体験してもらうことを目的に、

茅生産に取り組む「森の郷なかなた産物組合」や県建築士会若狭支部の協力を得て、

茅を使った“秘密基地”（ミニ竪穴式住居）をつくりました。 

奥名田児童センターに竹を使った高さ２．５ｍ程度の円すい形の骨組みを用意し、

子どもたちが骨組みの周囲に茅の束を取り付けて縄で固定、茅を隙間なく取り付け雨

漏りしない立派な秘密基地を完成させました。今回使用した茅は、子どもたちが前年

秋に同組合の茅場で刈り取り一冬乾燥させたものを利用しました。 

今回の体験で子どもたちは茅が屋根の材料として使われていたことに驚き、雨漏り

せず断熱性に優れ、軽い材料であることを学び、先人の知恵に感心していました。 

 

  

茅葺きの建物（流星館） 茅葺きの秘密基地（ミニ竪穴式住居） 

  

  

伝統的民家改修の様子（おおい町名田庄納田終） 
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●若狭町天徳寺地区［郊外］ 

―名水の里でエコビレッジを― 

若狭町天徳寺地区は、名水百選に選定されている瓜割の滝を活かし、省エネで持続

可能な地域づくりを目指す「若狭瓜割エコビレッジ構想」を掲げています。 

活動を進めるため、昔ながらのすだれで涼をとるとともに、地域の景観統一を図る

ため参加者それぞれの家紋を入れています。 

毎年８月に若狭瓜割名水公園で開催される「若狭瓜割名水まつり」の開催に合わせ、

出来上がったすだれを軒先に吊るし、まつりを盛り上げることができました。 

まち並み景観に連続性を持たせることを目的に地域ぐるみで住民が主体的に取り組

んだ今回の活動が高く評価され、「第５回ふるさと福井景観広告賞」に選ばれました。 

 

  

家紋入りすだれ設置の様子 第５回ふるさと福井景観広告賞表彰式 
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 （参考資料） 参加募集チラシ、マニュアル、配布資料 
 

ワークショップを開催するにあたり、チラシで参加を呼び掛けたり、製作手順を示し

たマニュアルを配布したりしましたので、その資料をここに転載します。 

なお、個人情報等の都合により、実際に配布したチラシ等から修正している部分があ

りますが、ご了承ください。 
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９２ 

 

 

講演会 参加募集チラシ（表） 

 



９３ 

 

 

講演会 参加募集チラシ（裏） 

 



９４ 

 

 

保存修理現場見学会 参加募集チラシ 

 



９５ 

 

 

残したい風景探し 参加募集チラシ（表） 

 



９６ 

 

 

残したい風景探し 参加募集チラシ（裏） 

 



９７ 

 

 

茅刈り体験 参加募集チラシ（表） 

 



９８ 

 

 

茅刈り体験 参加募集チラシ（裏） 

 



９９ 

 

 

茅葺きの秘密基地づくり 参加募集チラシ（表） 

 



１００ 

 

 

茅葺きの秘密基地づくり 参加募集チラシ（裏） 

 



１０１ 

 

 

一輪挿しづくり 参加募集チラシ 

 



１０２ 

 

 

行灯づくり 参加募集チラシ 

 



１０３ 

 

 

越前瓦の家紋表札づくり 参加募集チラシ 

 



１０４ 

 

 

家紋入りすだれづくり 参加募集チラシ 

 



１０５ 

 

 

シンポジウム 参加募集チラシ 

 



１０６ 

 

 

行灯づくり マニュアル 

 



１０７ 

 

 

越前瓦の家紋表札づくり マニュアル 

 



１０８ 

 

 

家紋入りすだれづくり マニュアル 

 



１０９ 

 

 

竹プランターづくり マニュアル（表） 

 



１１０ 

 

 

竹プランターづくり マニュアル（裏） 

 



１１１ 

 

 

暖簾づくり 配布資料（草木染について P.1） 

 



１１２ 

 

 

暖簾づくり 配布資料（草木染について P.２） 

 



１１３ 

 

 

暖簾づくり 配布資料（草木染について P.３） 

 



１１４ 

 

 

暖簾お披露目会 配布資料（暖簾作品一覧 表紙～P.3） 

  
  

  
 



１１５ 

 

 

暖簾お披露目会 配布資料（暖簾作品一覧 P.4～P.７） 

  
  

  
 



１１６ 

 

 

暖簾お披露目会 配布資料（暖簾作品一覧 P.８～P.１１） 

  
  

  
※暖簾お披露目会で配布した資料は、別途、ホームページで公開しています。 



１１７ 

 

 

古地図散歩 配布資料 

 



１１８ 

 

 

残したい風景探し 配布資料（残したい風景一覧 表紙～P.３） 

  
  

  
 



１１９ 

 

 

残したい風景探し 配布資料（残したい風景一覧 P.4～P.７） 

  
  

  
 



１２０ 

 

 

残したい風景探し 配布資料（残したい風景一覧 P.8～P.１１） 

  
  

  
 



１２１ 

 

 

残したい風景探し 配布資料（残したい風景一覧 P.12～裏表紙） 

  
  

  
※残したい風景を取りまとめた資料は、別途、ホームページで公開しています。 



１２２ 

 

 

一輪挿しづくり 配布資料（わらの特徴について） 

 



１２３ 

 

 

家紋入りすだれづくり 配布資料（すだれの効果について） 

 



１２４ 

 

 

住まいの絵本 

  

  

  

  



１２５ 

 

 

住まいの絵本 

  

  

  

  



１２６ 

 

 

体験講座「伝統建築文化に触れよう」 テキスト 

    

    

    

- 12 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ※体験講座テキストは、別途、ホームページで公開しています。 



１２７ 

 

 

シンポジウム 配布資料 

  
  

  
 



１２８ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■福井県の住教育活動 報告書 

 平成２７年３月 

［編集・発行］ 福井県土木部建築住宅課 

 〒９１８－８５８０ 福井県福井市大手３丁目１７－１ 

ＴＥＬ ０７７６－２０－０５０５（ダイヤルイン） 



１２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


